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資料１－１： 

厚 生 労 働 省 

平成 29 年度先駆的ケア策定・検証調査事業 

婦人保護事業等における支援実態等 

に 関 す る 調 査 研 究 

【都道府県主管課票】 
 

◆貴自治体の概要および婦人保護事業の実施体制についてお伺いします。 

問 1 貴自治体の概要についてご記入ください。 

都道府県名  

主 管 課 名  

ご 連 絡 先 
電話番号：         （      ）       

メールアドレス：                @                     

人 口 規 模 18 歳以上 65 歳未満人口（     ）人 ※平成 29 年 4 月時点 

 

 

問 2 貴自治体における婦人保護事業に係る組織体制、担当者の業務内容について記

入してください。 

役職 
人
数 

職種 
（行政職、専門職

等） 

管理職・ 
一般職の別 

専任・ 
兼任の別 

業務内容 

（記載例） 

係長級 
１ 

行政職 

（一般事務職） 
管理・一般 専・兼 

○婦人保護事業の企画立案、予算

要求・執行業務 

○婦人保護事業に関する関係機関

との連絡調整事務 

○児童虐待防止の広報啓発活動 

課長級   管理・一般 専・兼  

課長補佐級   管理・一般 専・兼  

係長級   管理・一般 専・兼  

係員   管理・一般 専・兼  
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問3-1 貴自治体の平成 28年度および29年度の婦人保護事業予算についてご回答ください。 

予算総額 平成 28 年度予算額：     千円 平成 29 年度予算額：     千円 

※予算総額は、国庫補助関係費および都道府県単独事業費の合計を記載してください。 

 

 

問 3-2 国庫補助関係費 

事業名 平成 28 年度 平成 29 年度 

１．虐待・DV 対策等総合支援事業費 千円 千円 

 婦人相談員活動強化事業 千円 千円 

 売春防止活動・DV 対策機能強化事業 千円 千円 

 DV 被害者等自立生活援助モデル事業 千円 千円 

２．婦人相談所運営費負担金 千円 千円 

３．婦人保護事業費負担金 千円 千円 

４．婦人保護事業費補助金 千円 千円 

※予算額欄については、事業ごとに都道府県で予算措置した金額を記載してください。（国が示す基準額

に上乗せした金額を含みます。） 

問 3-3 都道府県単独事業費（平成 28 年度もしくは 29 年度予算でお答えください） 

事業名 予算額 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

（平成  年度 ） 千円 

※婦人保護事業関係予算として、都道府県単独で予算措置している事業を具体的に記載してくだ

さい。 

 

問 4 貴自治体で、民間団体に委託して実施している事業について記載してください。 

事業名  

※事業内容を具体的に記載してください。（参考となる資料があれば添付してください） 

事業名  

※事業内容を具体的に記載してください。（参考となる資料があれば添付してください） 
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◆貴自治体の婦人保護事業の実施方針と課題についてお伺いします。 

問 5  貴自治体として、婦人保護事業の実施要綱等を作成していますか。 

1 はい 2 いいえ 

 

 

問 6 婦人保護事業の対象として婦人相談所につながった人が、以下の属性に該当した

場合の対応について、貴自治体として、支援方法・内容や関係機関との連携等の

方針（取り決めやマニュアルなど）はお持ちですか。実施方針がある場合、その

内容についてもご記入ください。 

 例：若年女性が 18 歳未満の場合は児童相談所と協議を行う、介護を要する高齢 

のＤＶ被害者の一時保護が必要な場合は地元市区町村高齢福祉課と協議するなど。 

①相談受付時の方針 
 方針の有無 

（1 つに○） 
相談受付時の方針がある場合、その内容 

若年女性 

（30歳未満） 

1 ある 

2 ない 
 

児童を同伴

する女性 

1 ある 

2 ない 
 

同伴児 
1 ある 

2 ない 
 

妊産婦 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

障害者 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

高齢者 
（同伴者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

性的少数者 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

外国籍の人 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

 

  

要綱等の写しを調査票に同封してお送りください。 
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②一時保護時の方針 

 方針の有無 
（1 つに○） 一時保護時の方針がある場合、その内容 

若年女性 

（30 歳未満） 

1 ある 

2 ない 
 

児童を同伴

する女性 

1 ある 

2 ない 
 

同伴児 
1 ある 

2 ない 
 

妊産婦 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

障害者 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

高齢者 
（同伴者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

性的少数者 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
 

外国籍の人 
（同伴児者を含む） 

1 ある 

2 ない 
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問 7  貴自治体の婦人保護事業における、以下の属性の人への支援の課題をご記入ください。 

若年女性 

（同伴児者を含む） 

 

児童を同伴

する女性 

 

同伴児 

 

妊産婦 

（同伴児者を含む） 

 

障害者 

（同伴児者を含む） 

 

高齢者 

（同伴者を含む） 

 

性的少数者 

（同伴児者を含む） 

 

外国籍の人 

（同伴児者を含む） 
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問 8  貴自治体の婦人保護事業における課題等をご記入ください。 

①国、都道府県、市町村の役割と連携 

②民間団体との連携 

③婦人保護事業の体制整備 

④その他 
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資料１－２－１ 

厚 生 労 働 省 

平成 29 年度先駆的ケア策定・検証調査事業 

婦人保護事業等における支援実態等 

に 関 す る 調 査 研 究 

【婦人相談所・一時保護所票】 
 

◆貴相談所の体制についてお伺いします。 
 

問 1 貴相談所の概要（平成 29 年 4 月 1 日時点） 

 

問 2 一時保護所の支援体制（平成 29 年 4 月 1 日時点） 

夜勤職員の人数 人 宿直職員の人数 人 

 

  

相談所名  
所在地：  

       都・道・府・県 

ご連絡先 
電話番号：     （    ）      

メールアドレス：            ＠            

ご回答者の氏名  

主管部局 1 福祉部門   2 男女共同参画部門 

支援機能 
（電話相談、来所相

談、一時保護以外） 

啓発活動

の内容 
 

その他の

機能 
 

併設機能 
※あてはまるもの

全てに○ 

1 婦人保護施設       2 配偶者暴力相談支援センター 

3 福祉事務所 4 児童相談所 5 障害者更生相談所 

6 保健所 7 精神保健福祉センター 

8 保健センター 9  児童相談所一時保護所 

10 母子生活支援施設 11 障害者支援施設 12 更生施設・救護施設 

13 社会福祉協議会            14 保育所 15 医療機関 

16 その他（                          ） 
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問 3 一時保護所の委託契約先の状況（平成 29 年 4 月 1 日時点） 

委託を行っていない場合は、「9 委託先なし」に○をつけてください。 

1 婦人保護施設      箇所 

2 母子生活支援施設      箇所 

3 児童福祉施設（2 を除く）      箇所 

4 民間シェルター      箇所 

5 老人福祉施設      箇所 

6 障害者支援施設      箇所 

7 保護施設      箇所 

8 その他（                   ）      箇所 

9 委託先なし  

 

◆貴相談所における相談業務についてお伺いします。 

問 4 平成 29 年 8 月から 10 月の 3 ヶ月に来所相談を行った対象者について、「年齢」、

「性」、「主訴」、「属性・課題」、「対応結果」についてご記入ください（別紙 1 に

ご記入ください）。 

 

問 5 貴相談所で他機関を紹介する場合、主にどのような機関を紹介しますか。 

   次の主訴・課題ごとに主な紹介先をお選びください。 

（１）DV が主訴の場合 （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 

3 配偶者暴力相談支援センター 4 民間シェルター 

5 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 51 福祉事務所 52 保健福祉部門所管課 53 高齢者福祉部門所管課 

 54 母子保健部門所管課 55 子育て支援部門所管課 56 DV 等暴力対策部門所管課 

 57 障害福祉部門所管課 58 その他（ ） 

6 精神保健福祉センター 7 警察 8 入国管理局 

9 法テラス 10 弁護士事務所 11 医療機関  

12 保健所 13 その他（                    ） 

（２）DV 以外の暴力（親、子ども、知人等から）が主訴の場合 （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 

3 配偶者暴力相談支援センター 4 民間シェルター 

5 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 51 福祉事務所 52 保健福祉部門所管課 53 高齢者福祉部門所管課 

 54 母子保健部門所管課 55 子育て支援部門所管課 56 DV 等暴力対策部門所管課 

 57 障害福祉部門所管課 58 その他（ ） 

6 精神保健福祉センター 7 警察 8 入国管理局 

9 法テラス 10 弁護士事務所 11 医療機関  

12 保健所 13 その他（             ） 
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（３）上記（１）および（２）以外の家庭問題が主訴の場合 （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 

3 配偶者暴力相談支援センター 4 民間シェルター 

5 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 51 福祉事務所 52 保健福祉部門所管課 53 高齢者福祉部門所管課 

 54 母子保健部門所管課 55 子育て支援部門所管課 56 DV 等暴力対策部門所管課 

 57 障害福祉部門所管課 58 その他（ ） 

6 精神保健福祉センター 7 警察 8 入国管理局 

9 法テラス 10 弁護士事務所 11 医療機関  

12 保健所 13 その他（             ） 

（４）住居問題・帰住先なしが主訴の場合 （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 

3 配偶者暴力相談支援センター 4 民間シェルター 

5 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 51 福祉事務所 52 保健福祉部門所管課 53 高齢者福祉部門所管課 

 54 母子保健部門所管課 55 子育て支援部門所管課 56 DV 等暴力対策部門所管課 

 57 障害福祉部門所管課 58 その他（ ） 

6 精神保健福祉センター 7 警察 8 入国管理局 

9 法テラス 10 弁護士事務所 11 医療機関  

12 保健所 13 その他（             ） 

（５）性犯罪・性暴力が課題の場合 （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 ワンストップ支援センター 

3 児童相談所 4 配偶者暴力相談支援センター 

5 民間シェルター  

6 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 61 福祉事務所 62 保健福祉部門所管課 63 高齢者福祉部門所管課 

 64 母子保健部門所管課 65 子育て支援部門所管課 66 DV 等暴力対策部門所管課 

 67 障害福祉部門所管課 68 その他（ ） 

7 精神保健福祉センター 8 警察 9 入国管理局 

10 法テラス 11 弁護士事務所 12 医療機関  

13 保健所 14 その他（             ） 

 

◆貴相談所の一時保護業務についてお伺いします。 

問 6 平成 29 年 8 月から 10 月の 3 ヶ月間に、一時保護所（委託先含む）に 1 日でも

入所していた、「本人」および「同伴児者」について、「年齢」、「性」、「主訴」、

「属性・課題」をご記入ください（別紙２、別紙３にそれぞれご記入ください）。 
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問 7 平成 29年 8～10月の３か月間中に一時保護の依頼があった件数および実施件数

を、依頼元毎にご記入ください。 

依頼元 本

人

自

身 

警

察

関

係 

法

務

関

係 

他

の    

婦

人

相

談

所 

他

の    

婦

人

相

談

員 

福

祉

事

務

所 

他

の    

相

談

機

関 

社

会

福

祉  

施

設

等  

医

療

機

関 

教

育

機

関 

労

働

関

係 

民

間    

シ

ェ

ル

タ

ー 

縁

故    

関

係

知

人 

Ｄ

Ｖ 

セ

ン

タ

ー 

そ

の

他 

合 

計 

保護依頼件数 

（単位：件） 
                

一時保護実施件数 

（単位：件） 

                

問 8 下記の「支援内容」ごとに、貴相談所で「実施している項目」、「不足している項

目」について〇をつけてください。 

支援内容 支援内容（例） 

実施して

いる項目 

※あては

まるもの

全てに○ 

不足して

いる項目 

※上位 5

つに○ 

a. 日常生活 料理、清掃、洗濯、裁縫、買物同行、生活リズムの習得、身だしなみ・清潔   

b. 金銭管理 貴重品管理、債務整理、貯蓄、家計節約助言   

c. 医療・健康管理 健康診断、服薬管理、通院促し・同行、体重管理、栄養面の配慮   

d. 同行支援 DV 学習、警察や司法関係者等との連携、保護命令申し立て   

e. 心理的ケア 
心理面接・カウンセリング、精神科医の診断、通院同行、入院、心理職員に

よるプログラム 
  

f. 性暴力被害者への支援 同行支援、性教育、ワンストップ支援センターとの連携   

g. 育児・養育・同伴児 

児童相談所との連携・面接・相談、保育・保育代行、新生児養育支援、母子

関係改善支援、被虐待児ケア、面会同行、養育支援、児童デイサービスへの

つなぎ、保育所入所・転校支援、学習・遊び支援 

  

h. 家族・対人関係 

家族関係の連絡調整、養護施設との連絡調整、他利用者との関係調整、墓参

りの同行、面会同行、住民票・戸籍等の閲覧禁止措置、家族を含むケース会

議、つきあい方の助言 

  

i. 就労 
履歴書作成、ハローワーク同行、面接同行、求人情報提供、内作業・内職の提

供、退職手続、職場との連絡調整、定着支援、資格取得、面接の練習 
  

j. 妊婦・出産 
出産前後の心理的ケア、妊婦健診、出産付き添い、医療機関との連携、妊娠

出産に関する学習、母体の疾病等リスク管理・特別なケア 
  

k. 外国籍の女性 
通訳依頼、日本語学習支援、大使館での手続き同行、民間施設との連携、通

訳同行、入国管理手続き同行・通院等同行、食事の個別対応（嗜好・宗教） 
  

l. 若年者 
保護者との連絡調整、児相との連携、性虐等の対応、心理教育、学習支援、

法的対応、同伴児童への対応 
  

m．住居確保 

住居探し、老人ホーム・グループホーム探し、公営住宅申込み、不動産紹

介・同行、見学同行、本籍捜索、住民登録、引越し業者の紹介、生活用品準

備、貸付金等の情報提供、親族への保証人依頼、施設入所手続き 

  

n. 生活保護 生活保護の申請、相談、退所前申請   

o. 福祉サービス・年金

受給等の利用申請 

福祉サービス提供支援、障害者手帳等の取得支援、年金手続き等の支援、権

利擁護事業の活用支援 
  

p．法的対応支援 離婚手続き、保護命令等   
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支援内容 支援内容（例） 

実施して

いる項目 

※あては

まるもの

全てに○ 

不足して

いる項目 

※上位 5

つに○ 

q. 個別支援計画 
アセスメント（本人）、アセスメント（同伴家族）、支援計画の立案、支援方

針の説明と同意取得 
  

r. 女性の生、性に関する 

事項 

更年期障害、妊娠・出産・中絶に関する教育、性感染症・避妊・性暴力被害

者への対応 
  

s. 入所前 見学、説明、連携機関との協議   

t. 退所前支援 
自立支援室やステップハウス活用、他施設への移行調整、退所先調整、自立

支援室での支援、生活保護受給者支援 
  

u. 退所後支援 

アフターケアとしてのショートスティ、通所相談、電話相談 突然の来所相

談、訪問・同行支援、金銭管理、内職作業への参加、入院時支援、食事会等

居場所づくり、地域連携調整 

  

 

問 9 問 8 で〇をつけた、“不足している項目上位 5 つ”のアルファベットを転記の上、

対応が不足している要因として当てはまるものをお選びください。（あてはまるも

の全てに○） 

問 8 の番号 不足している要因 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

  



 

資料 14 

 

◆貴相談所における記録作成や情報収集・共有の状況についてお伺いします。 

問 10 ケース記録を作成する際、記載することとなっている項目をお選びください 

（あてはまるもの全てに○）。 

1 利用者の氏名・生年月日 2 同伴児者の氏名・生年月日 

3 利用者の基本属性 
→※あてはまるもの全てに○ 

〔a.家族構成  b.職業  c.成育歴・学歴  d.国籍・在留資格 

  e.病歴  f.経済状況〕 

4 同伴児者の基本属性 
→※あてはまるもの全てに○ 

〔a.家族構成  b.職業  c.成育歴・学歴  d.国籍・在留資格 

  e.病歴  f.経済状況〕 

5 利用者の心身の状況（健康状態・障害の状況） 6 同伴児者の心身の状況（健康状態・障害の状況） 

7 利用者の生活スキル 8 同伴児者の生活スキル 

9 利用者の日本語能力 10 同伴児者の日本語能力 

11 利用者のコミュニケーション能力 12 同伴児者のコミュニケーション能力 

13 利用者の心理アセスメント 14 同伴児者の心理アセスメント 

15 利用者の職業適性 16 利用者の日常生活における留意点 

17 同伴児者の日常生活における留意点 18 利用者の暴力被害の状況 

19 同伴児者の暴力被害の状況 20 暴力被害に対する対応方針 

21  養育態度・能力 22  借金の状況 

23  家族が抱える問題 24 今後の方向性（本人の意向） 

25 相談後の対応結果 26 入所調整会議の判定結果 

27 入所経緯 28 連携機関に関わる情報 

29 入所調整会議の判定理由 30 一時保護の場合、入所先の名称 

31 一時保護の場合、退所後の行先 32 婦人保護施設入所の場合、入所先の名称 

33 婦人保護施設入所の場合、退所後の行先  

34 その他（               ） 

 

問 11 貴相談所のケース記録の保管期限についてご記入ください。 

入所調整会議にかからなかったケース 年 

入所調整会議にかかったケース 

 a) 一時保護 年 

 b) 婦人保護施設入所 年 

 c) 一時保護後措置 年 

 d) 一時保護・婦人保護施設入所ともになし 年 

 

問 12 相談対応時に通常収集する情報として、当てはまるものをお選びください。 

①本人 （あてはまるもの全てに○） 

1 基本属性 →※1 を選んだ場合、あてはまるもの全てに○ 

〔 a.家族構成 b.職業 c.成育歴・学歴 d.国籍・在留資格 

e.病歴  f.入院・通院歴 g.通院病院 h.使用医療制度 〕 

2 心身の状況（健康状態・障害の状況）  

3 暴力被害の状況 4 暴力被害に対する対応方針 

5 生活スキル 6 コミュニケーション・スキル 

7 利用者の心理アセスメント 8 日常生活における留意点 

9 今後の方向性（本人の意向） 10 本人の職業適性 

11 その他（               ） 
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②同伴児 （あてはまるもの全てに○） 

1 基本属性 →※1 を選んだ場合、あてはまるもの全てに○ 

〔 a.家族構成 b.職業 c.成育歴・学歴 d.国籍・在留資格 

e.病歴  f.入院・通院歴 g.通院病院 h.使用医療制度 〕 

2 心身の状況（健康状態・障害の状況）  

3 暴力被害の状況 4 暴力被害に対する対応方針 

5 生活スキル 6 コミュニケーション・スキル 

7 利用者の心理アセスメント 8 日常生活における留意点 

9 今後の方向性（本人の意向）  

10 その他（               ） 

③同伴者 （あてはまるもの全てに○） 

1 基本属性 →※1 を選んだ場合、あてはまるもの全てに○ 

〔 a.家族構成 b.職業 c.成育歴・学歴 d.国籍・在留資格 

e.病歴  f.入院・通院歴 g.通院病院 h.使用医療制度 〕 

2 心身の状況（健康状態・障害の状況）  

3 暴力被害の状況 4 暴力被害に対する対応方針 

5 生活スキル 6 コミュニケーション・スキル 

7 利用者の心理アセスメント 8 日常生活における留意点 

9 今後の方向性（本人の意向） 10 本人の職業適性 

11 その他（               ） 
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問 13 一時保護所入所時に通常収集する情報として、当てはまるものをお選びください。 

①本人 （あてはまるもの全てに○） 

1 基本属性 →※あてはまるもの全てに○  

〔 a.家族構成 b.職業 c.成育歴・学歴 d.国籍・在留資格 

e.病歴  f.入院・通院歴 g.通院病院 h.使用医療制度 〕 

2 心身の状況（健康状態・障害の状況） 3 アレルギー 

4 所持金 5 通信機器の所持状況 

6 暴力被害の状況 7 暴力の加害者による追求の可能性 

8 暴力被害に対する対応方針  

9 生活スキル 10 コミュニケーション・スキル 

11 利用者の心理アセスメント 12 日常生活における留意点 

13 今後の方向性（本人の意向） 14 本人の職業適性 

15 その他（               ） 

②同伴児 （あてはまるもの全てに○） 

1 基本属性 →※あてはまるもの全てに○  

〔 a.家族構成 b.職業 c.成育歴・学歴 d.国籍・在留資格 

e.病歴  f.入院・通院歴 g.通院病院 h.使用医療制度 〕 

2 心身の状況（健康状態・障害の状況） 3 アレルギー 

4 所持金 5 通信機器の所持状況 

6 暴力被害の状況 7 暴力の加害者による追求の可能性 

8 暴力被害に対する対応方針  

9 生活スキル 10 コミュニケーション・スキル 

11 利用者の心理アセスメント 12 日常生活における留意点 

13 今後の方向性（本人の意向） 14 本人の職業適性 

15 その他（               ） 

③同伴者 （あてはまるもの全てに○） 

1 基本属性 →※あてはまるもの全てに○  

〔 a.家族構成 b.職業 c.成育歴・学歴 d.国籍・在留資格 

e.病歴  f.入院・通院歴 g.通院病院 h.使用医療制度 〕 

2 心身の状況（健康状態・障害の状況） 3 アレルギー 

4 所持金 5 通信機器の所持状況 

6 暴力被害の状況 7 暴力の加害者による追求の可能性 

8 暴力被害に対する対応方針  

9 生活スキル 10 コミュニケーション・スキル 

11 利用者の心理アセスメント 12 日常生活における留意点 

13 今後の方向性（本人の意向） 14 本人の職業適性 

15 その他（               ） 
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問 14 入所調整会議で決定した支援方針情報について、本人の同意が得られた場合に

提供する連携先を記入してください（あてはまるもの全てに○）。 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 

3 福祉事務所 4 配偶者暴力相談支援センター 5 民間シェルター 

6 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 61 保健福祉部門所管課 62 高齢者福祉部門所管課 63 母子保健部門所管課 

 64 子育て支援部門所管課 65 DV 等暴力対策部門所管課 66 障害福祉部門所管課 

 67 その他（  ） 

7 精神保健福祉センター 8 警察 9 入国管理局 

10 法テラス 11 弁護士 12 医療機関  

13 その他（ ） 

 

問 15 貴相談所が設置する連携会議に出席する関係機関を記入してください。 

（あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 

3 福祉事務所 4 配偶者暴力相談支援センター 5 民間シェルター 

6 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 61 保健福祉部門所管課 62 高齢者福祉部門所管課 63 母子保健部門所管課 

 64 子育て支援部門所管課 65 DV 等暴力対策部門所管課 66 障害福祉部門所管課 

 67 その他（  ） 

7 精神保健福祉センター 8 警察 9 入国管理局 

10 法テラス 11 弁護士・弁護士会 12 医療機関  

13 その他（ ） 

14 連携会議は設置していない  

 

問 16 要保護児童対策地域協議会の各会議体への参加状況について、あてはまるもの

１つを選んでください。「1 参加している」と回答した場合は、参加する職員の

役職・職種をご記入ください。 

■代表者会議  1  参加する 2 参加しない 

 ⇒参加する場合、参加する職員の役職・職種  

 （ ） 

■実務者会議  1  参加する 2 参加しない 

 ⇒参加する場合、参加する職員の役職・職種  

 （ ） 

■個別ケース検討会議   1  参加する 2 参加しない 

 ⇒参加する場合、参加する職員の役職・職種  

 （ ） 
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問 17 要保護児童対策地域協議会以外の連携会議として、どういった連携機関が開催

するものに参加していますか。当てはまるものを全てお選びください。 

1 警察 2 児童相談所 3 保健所 

4 市区町村 5 その他（ ） 

 

問 18 貴相談所では、連携機関への情報提供にあたり、どのような工夫をしています

か。自由にご記入ください。 

 

 

問 19 関係機関との連携上の課題について、自由にご記入ください。 

 

 

 

問 20 貴相談所で下記の対象者に関する相談を受理した場合に対応する機関について、

各属性に特化してお答えください。（ここでは、支援全体を統括する組織を回答

頂き、情報提供等の連絡先としての機能は含めないでください） 

①若年女性 

 

1 婦人相談所が対応する 

2 一定の年齢以下であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以下 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

21 児童相談所 

22 福祉事務所が対応する 

23 保健センター（保健事業部門）が対応する 

24 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

25 教育委員会が対応する 

26 民間シェルターが対応する 

27 その他（                               ） 

3 その他（                                  ） 

  

 

 

 

 



 

資料 19 

 

②同伴児童 

 

1 婦人相談所が対応する 

2 一定の年齢以下の女児であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以下 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

21 児童相談所 

22 福祉事務所が対応する 

23 保健センター（保健事業部門）が対応する 

24 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

25 教育委員会等の学校組織が対応する 

26 民間シェルターが対応する 

27 その他（                               ） 

3 一定の年齢以上の男児であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以上 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

31 児童相談所 

32 福祉事務所が対応する 

33 保健センター（保健事業部門）が対応する 

34 教育委員会が対応する 

35 民間シェルターが対応する 

36 その他（                               ） 

4 その他（                                  ） 

③妊産婦 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する      2 福祉事務所が対応する 

3 保健センター（保健事業部門）が対応する 

4 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

5 民間シェルターが対応する 

6 一定の年齢以下であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以下 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

61 児童相談所 

62 福祉事務所が対応する 

63 保健センター（保健事業部門）が対応する 

64 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

65 教育委員会が対応する 

66 民間シェルターが対応する 

67 その他（                               ） 

7 その他（                             ） 

④障害者 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する      2 福祉事務所が対応する 

3 地域包括支援センターが対応する 

4 保健センター（保健事業部門）が対応する 

5 障害福祉部門が対応する 

6 障害者更生相談所が対応する 

7 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

8 民間シェルターが対応する 

9 その他（                            ） 

⑤高齢者 

（同伴者を含む） 

1 婦人相談所が対応する      2 福祉事務所が対応する 

3 地域包括支援センターが対応する 

4 保健センター（保健事業部門）が対応する 

5 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

6 民間シェルターが対応する 

7 その他（                             ） 
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⑥性的少数者 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する      2 福祉事務所が対応する 

3 保健センター（保健事業部門）が対応する 

4 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

5 民間シェルターが対応する 

6 その他（                             ） 

⑦外国籍 

（不法就労・不法入国で

ない場合） 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する      2 福祉事務所が対応する 

3 保健センター（保健事業部門）が対応する 

4 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

5 民間シェルターが対応する 

6 その他（                             ） 

⑧外国籍 

（不法就労・不法入国の

場合） 

（同伴児者を含む） 

1 入国管理局が対応する      2 大使館が対応する 

3 警察が対応する         4 婦人相談所が対応する 

5 福祉事務所が対応する 

6 保健センター（保健事業部門）が対応する 

7 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

8 民間シェルターが対応する 

9 その他（                            ） 

 

問 21 貴相談所における、同伴児者の一時保護所入所に関する方針として当てはまる

ものを全てお選びください。 

1 未就学児であれば原則受入れている 

2 就学年齢以上の男児は受け入れない 

3 中学生以上の男児は受け入れない 

4 中学生以上であれば性別に関わらず受け入れない 

5 同伴児者が複数人いる場合は受け入れない ⇒ 人数の目安（      ）人以上 

6 知的障害や精神障害、発達障害により、集団生活が困難な場合は受け入れない 

7 障害や先天的疾患により、日常生活に常時介助が必要な場合は受け入れない 

8 障害や先天的疾患により、医療的ケア（たんの吸引、導尿等）が必要な場合は受け入れない 

9 同伴児者への虐待の疑いがある場合、分離を優先させている 

10 その他（ ） 

 

問 22 問 21 で選んだ方針を取っている理由についてご記入ください。（自由回答） 
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問 23 貴相談所では、相談支援対象者と一時保護所入所者それぞれについて、どのよ

うな支援を行っていますか。属性ごとに、あてはまるものを全てお選びくださ

い。また、各属性の支援ニーズを充足する上での課題をご記入ください。 

○若年女性（18 歳未満） 

継続的な相談支援対象者  

◆18 歳未満の相談支援について、当てはまるものをお選びください。 

 
1 児童相談所が行うことになっている 

2 基礎自治体の婦人相談員が行うことになっている 

 3 婦人相談所が行うことになっている 

◆支援内容としてあてはまるものを全てお選びください。 

 1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

 3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

 5  その他の暴力への対応 6 妊娠･中絶・出産支援 

 7 学校への対応 8 心理教育 

 9 学習支援 10 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

 11 法的対応（債務に関するもの） 12 法的対応（その他） 

 13 医療機関の受診 14  障害者手帳や療育手帳取得の支援 

 15 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 16 ハローワーク同行等就労支援 

 17 心理判定  18 同伴児への対応 

 19  本人の養育能力に関する支援  

 20 その他（  ） 

一時保護所入所者  

◆どういった場合に婦人保護所で一時保護しますか。あてはまるものを全てお選びください。 

 1 妊産婦の場合   2 擬制成人（結婚している） 

 3 その他（  

◆支援内容としてあてはまるものを全てお選びください。 

 1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

 3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

 5  その他の暴力への対応 6 妊娠･中絶・出産支援 

 7 学校への対応 8 心理教育 

 9 学習支援 10 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

 11 法的対応（債務に関するもの） 12 法的対応（その他） 

 13 医療機関の受診 14  障害者手帳や療育手帳取得の支援 

 15 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 16 ハローワーク同行等就労支援 

 17 心理判定  18 同伴児への対応 

 19  本人の養育能力に関する支援  

 20 その他（  ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 
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○若年女性（18 歳以上 20 歳未満） 

継続的な相談支援対象者  

 1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

 3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

 5  その他の暴力への対応 6 妊娠･中絶・出産支援 

 7 学校への対応 8 心理教育 

 9 学習支援 10 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

 11 法的対応（債務に関するもの） 12 法的対応（民法の親権の調整など） 

 13 法的対応（その他） 14 医療機関の受診 

 15  障害者手帳や療育手帳取得の支援 16 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 

 17 ハローワーク同行等就労支援 18 心理判定  

 19 同伴児への対応 20 本人の養育能力に関する支援 

 21 その他（  ） 

一時保護所入所者  

 1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

 3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

 5  その他の暴力への対応 6 妊娠･中絶・出産支援 

 7 学校への対応 8 心理教育 

 9 学習支援 10 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

 11 法的対応（債務に関するもの） 12 法的対応（民法の親権の調整など） 

 13 法的対応（その他） 14 医療機関の受診 

 15  障害者手帳や療育手帳取得の支援 16 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 

 17 ハローワーク同行等就労支援 18 心理判定  

 19 同伴児への対応 20 本人の養育能力に関する支援 

 21 その他（  ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 
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○若年女性（20 歳以上 30 歳未満） 

継続的な相談支援対象者  

 1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

 3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

 5  その他の暴力への対応 6 妊娠･中絶・出産支援 

 7 学校への対応 8 心理教育 

 9 学習支援 10 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

 11 法的対応（債務に関するもの） 12 法的対応（その他） 

 13 医療機関の受診 14 障害者手帳や療育手帳取得の支援 

 15  福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 16 ハローワーク同行等就労支援 

 17 心理判定  18 同伴児への対応 

 19 本人の養育能力に関する支援  

 20 その他（  ） 

一時保護所入所者  

 1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

 3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

 5  その他の暴力への対応 6 妊娠･中絶・出産支援 

 7 学校への対応 8 心理教育 

 9 学習支援 10 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

 11 法的対応（債務に関するもの） 12 法的対応（その他） 

 13 医療機関の受診 14 障害者手帳や療育手帳取得の支援 

 15  福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 16 ハローワーク同行等就労支援 

 17 心理判定  18 同伴児への対応 

 19 本人の養育能力に関する支援  

 20 その他（  ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 
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○同伴児（乳幼児） 

継続的な相談支援対象者  

 1 児童相談所との連携・面接・相談 2 要対協との連携 

 3 保育・保育代行 4 新生児養育支援 

 5 心理的ケア 6  愛着形成支援 

 7 親子関係の再構築 8 被虐待児ケア 

 9 児童デイサービスにつなぐ 10 保育所入所・転所支援 

 11 学習支援 12 遊びの支援 

 13 その他（ ） 

一時保護所入所者  

 1 児童相談所との連携・面接・相談 2 保育・保育代行 

 3 新生児養育支援 4 心理教育 

 5 親子関係の観察 6 被虐待児ケア 

 7 児童デイサービスにつなぐ 8 保育所入所・転所支援 

 9 学習支援 10 遊びの支援 

 11 その他（ ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 

 

 

○同伴児（学齢期） 

継続的な相談支援対象者  

 1 児童相談所との連携・面接・相談 2 要対協との連携 

 3 保育・保育代行 4 新生児養育支援 

 5 心理的ケア 6  愛着形成支援 

 7 親子関係の再構築 8 被虐待児ケア 

 9 児童デイサービスにつなぐ 10 保育所入所・転所支援 

 11 学習支援 12 遊びの支援 

 13 その他（ ） 

一時保護所入所者  

 1 児童相談所との連携・面接・相談 2 保育・保育代行 

 3 新生児養育支援 4 心理教育 

 5 親子関係の観察 6 被虐待児ケア 

 7 児童デイサービスにつなぐ 8 保育所入所・転所支援 

 9 学習支援 10 遊びの支援 

 11 その他（ ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 
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○妊産婦 

継続的な相談支援対象者  

 1 出産前後の心理的ケア 2 出産前後の健康管理 

 3 妊婦健診の付き添い 4 妊婦健診以外の通院への付き添い 

 5 出産の付き添い 6 医療機関との連携 

 7 妊娠出産に関する学習 8 母体の疾病等リスク管理 

 9 その他（                   ） 

一時保護所入所者  

 1 出産前後の心理的ケア 2 出産前後の健康管理 

 3 妊婦健診の付き添い 4 妊婦健診以外の通院への付き添い 

 5 出産の付き添い 6 医療機関との連携 

 7 妊娠出産に関する学習 8 母体の疾病等リスク管理 

 9 その他（                   ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 

 

 

 

 

○障害者（疑い含む）※同伴児者を含む 

継続的な相談支援の対象者  

 1 市区町村障害担当窓口を紹介、連携 2 精神保健福祉センターを紹介、連携 

 3 発達障害者支援センターを紹介、連携 4 障害者虐待通報窓口に通報 

 5 保健所・保健センターを紹介、連携  

 6 就労移行支援 就労継続支援（Ａ・Ｂ）を紹介、連携 

 7 医療機関との連携 8 知的障害者更生相談所を紹介、連携 

 9 身体障害者更生相談所を紹介、連携 10 ハローワークへの付き添い、連携 

 11 その他（                        ） 

一時保護所入所者  

 1 市区町村障害担当窓口を紹介、連携 2 精神保健福祉センターを紹介、連携 

 3 発達障害者支援センターを紹介、連携 4 障害者虐待通報窓口に通報 

 5 保健所・保健センターを紹介、連携  

 6 就労移行支援 就労継続支援（Ａ・Ｂ）を紹介、連携 

 7 医療機関との連携 8 知的障害者更生相談所を紹介、連携 

 9 身体障害者更生相談所を紹介、連携 10 ハローワークへの付き添い、連携 

 11 食事の個別対応（軟食、きざみなど） 12 生活しやすい環境整備 

 13 その他（                        ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 
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○高齢者 

継続的な相談支援の対象者  

 1 地域包括支援センターを紹介、連携 2 高齢者虐待防止の相談窓口に通報、連携 

 3 保健所・保健センターを紹介、連携 4 医療機関との連携 

 5 法的対応 6 心理的ケア 

 7 福祉事務所へのつなぎ 8 介護保険に関する手続き支援 

 9 年金に関する手続き支援  

 10 その他（              ） 

一時保護所入所者  

 1 地域包括支援センターを紹介、連携 2 高齢者虐待防止の相談窓口に通報、連携 

 3 保健所・保健センターを紹介、連携 4 医療機関との連携 

 5 法的対応 6 心理的ケア 

 7 福祉事務所へのつなぎ 8 介護保険に関する手続き支援 

 9 年金に関する手続き支援  

 10 その他（              ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 

○外国籍 

継続的な相談支援対象者  

 1 通訳依頼 2 日本語学習支援 

 3 大使館との調整 4 市区町村との調整 

 5 民間施設との連携 6 通院支援 

 7 入国管理手続き支援 8 教育委員会との連携 

 9 子どもへの支援  

 10 その他（ ） 

一時保護所入所者  

 1 通訳依頼 2 日本語学習支援 

 3 大使館との調整 4 市区町村との調整 

 5 民間施設との連携 6 通院支援 

 7 入国管理手続き支援 8 食事の個別対応（嗜好・宗教への配慮） 

 9 コミュニケーションツールの活用 10 教育委員会との連携 

 11 子どもへの支援  

 12 その他（ ） 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援対象者）： 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 
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○性的少数者 

継続的な相談支援の対象者（自由にご記入ください） 

  

 

 
 

一時保護所入所者（自由にご記入ください）  

  

 

 
 

支援ニーズを充足する上での課題（継続的な相談支援の対象者）： 

 

 

 

支援ニーズを充足する上での課題（一時保護所入所者）： 

 

 

 

 

 

問 24 相談支援の対象者や一時保護所入所者に対する心理的ケアの実施状況をお答え

ください。 

○実施していること 

①-1 相談支援の対象者 （あてはまるもの全てに○） 

1 心理アセスメント 2 カウンセリング 

3 箱庭療法 4 認知行動療法 

5 EMDR 6 その他の心理プログラム 

7 心理教育 8 自助グループ活動の支援 

9 医療機関との情報交換 10 その他（                          ） 

11 実施していない  

 

①-2 一時保護所入所者（あてはまるもの全てに○） 

1 心理アセスメント 2 カウンセリング 

3 箱庭療法 4 認知行動療法 

5 EMDR 6 その他の心理プログラム 

7 心理教育 8 自助グループ活動の支援 

9 医療機関との情報交換 10 その他（                          ） 

11 実施していない  
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○実施体制 

②-1 相談支援対象者 （あてはまるもの全てに○） 

1 嘱託医師が実施 2 常勤医師が実施   

3 相談所または一時保護所に配置された看護師が実施 4 心理担当職員が実施 

5 外部の連携機関に依頼（機関の種類： ） 

6 その他（ ）                   

 

②-2 一時保護所入所者 （あてはまるもの全てに○） 

1 嘱託医師が実施 2 常勤医師が実施   

3 相談所または一時保護所に配置された看護師が実施 4 心理担当職員が実施 

5 外部の連携機関に依頼（機関の種類： ） 

6 その他（ ） 

 

 

問 25 支援対象者の相談終了後または一時保護所退所後の支援のため、どのようなこ

とを実施していますか。 

①相談支援対象者 （あてはまるもの全てに○） 

1 本人との電話連絡 2 本人の家庭訪問 

3 通所支援 4 基礎自治体との情報交換 

5 その他（                                      ） 

6 実施していない  

 

②一時保護所入所者（あてはまるもの全てに○） 

1 本人との電話連絡 2 本人の家庭訪問 

3 基礎自治体との情報交換 4 退所後に入所した婦人保護施設との情報交換 

5 退所後に入所したその他施設との情報交換 

6 その他（                                    ） 

7 実施していない  
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問 26 貴相談所が相談等を受理し、本来、一時保護や婦人保護施設入所につながるこ

とが期待されるケースにも関わらず、つながらないケースについてお伺いします。 

○一時保護や婦人保護施設入所につながらないケースとして、多いものを以下から上

位 3 つまでお選びください、 

①-1 一時保護につながらないケース （○は 3 つまで） 

1 若年女性       2 同伴児のいる女性     3 妊産婦 

4 障害（児）者     5  高齢者              6 性的少数者 

7 外国籍              8 その他（                           ） 

 

①-2 婦人保護施設入所につながらないケース （○は 3 つまで） 

1 若年女性       2 同伴児のいる女性      3 妊産婦 

4 障害（児）者     5  高齢者              6 性的少数者 

7 外国籍              8 その他（                           ） 

○上記①-1 で選んだケースが一時保護につながらない主な理由を、以下の選択肢から

全てお選びください。 

②-1 一時保護につながらないケースの主な理由 
①-1 で選んだ

の 3 つの番号

を記入 

主な理由  

※下記の【選択肢】のア～シを選んで記入 

（   ） 

選択肢ア～シのうちあてはまるもの全て： ★ 

シ（その他）を選択した場合の具体的内容： 

（   ） 

選択肢ア～シのうちあてはまるもの全て： ★ 

シ（その他）を選択した場合の具体的内容： 

（   ） 

選択肢ア～シのうちあてはまるもの全て： ★ 

シ（その他）を選択した場合の具体的内容： 

【選択肢】 ※アからシを★欄に記入 

ア 本人の同意が得られなかったため 

イ 身体的暴力（DV 含む）を受けておらず、生命の危険はないため 

ウ 未成年であり、保護者の元で支援を受けた方がよいため  

エ 18 歳未満の未成年であり、児童相談所で支援を行うべきであるため 

オ 本人に障害や疾病があり、集団生活が困難であるため  

カ 本人に障害や疾病があり、身の回りのことを自分でできないため 

キ 本人に障害や疾病があり、必要な設備がそろった一時保護所や委託先がないため 

ク 同伴児者に障害や疾病があり、集団生活が困難であるため  

ケ 同伴児者に障害や疾病があり、身の回りのことを自分でできないため 

コ 同伴児者に障害や疾病があり、必要な設備がある一時保護所や委託先がないため 

サ 他施策で支援することが適切であるため 

シ その他 
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○上記①-2 で選んだケースが婦人保護施設入所につながらない主な理由を、以下の選

択肢から全てお選びください。 

②-2 婦人保護施設入所につながらないケースの主な理由 
①-2 で選んだ

の 3 つの番号

を記入 

主な理由  

※下記の【選択肢】のア～スを選んで記入 

（   ） 

選択肢ア～セのうちあてはまるもの全て： ★ 

セ（その他）を選択した場合の具体的内容： 

（   ） 

選択肢ア～セのうちあてはまるもの全て： ★ 

セ（その他）を選択した場合の具体的内容： 

（   ） 

選択肢ア～セのうちあてはまるもの全て： ★ 

セ（その他）を選択した場合の具体的内容： 

【選択肢】 ※アからセを★欄に記入 

ア 本人の同意が得られなかったため 

イ 身体的暴力（DV 含む）を受けておらず、生命の危険はないため 

ウ 未成年であり、保護者の元で支援を受けた方がよいため 

エ 18 歳未満の未成年であり、児童相談所で支援を行うべきであるため 

オ 本人に障害や疾病があり、集団生活が困難であるため  

カ 本人に障害や疾病があり、身の回りのことを自分でできないため 

キ 本人に障害や疾病があり、必要な設備が当該施設にそろっていないため 

ク 同伴児者に障害や疾病があり、集団生活が困難であるため  

ケ 同伴児者に障害や疾病があり、身の回りのことを自分でできないため 

コ 同伴児者に障害や疾病があり、必要な設備が当該施設にそろっていないため 

サ 退所後の見通しが立たないため 

シ 就労自立の見込みが立たないため 

ス 他施策で支援することが適切であるため 

セ その他 
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問 27 本人から一時保護や婦人保護施設入所の同意を得られないケースにおいて、そ

の理由として多いものをお選びください。 

① 一時保護の同意が得られないケース （あてはまるもの全てに○） 

1 携帯電話やスマホが使えない 2 仕事や学校を休みたくない 

3 外出が自由にできない 4 集団生活に不安がある 

5 同伴児者と一緒に入所できない 6 同伴児が転校または休校しなくてはいけない 

7 家族（DV 加害者）に怒られる 8 家族（DV 等加害者）のことが心配 

9 家族（DV 加害者以外）のことが心配  

10 その他（  

② 婦人保護施設入所の同意が得られないケース （あてはまるもの全てに○） 

1 携帯電話やスマホが使えない 2 仕事や学校を続けたい 

3 外出が自由にできない 4 集団生活に不安がある 

5 同伴児者と一緒に入所できない 6 同伴児が転校または休校しなくてはいけない 

7 家族（DV 加害者）に怒られる 8 家族（DV 等加害者）のことが心配 

9 家族（DV 加害者以外）のことが心配  

10 施設が個室でない 11 施設の環境（狭い、古い、不便 等）のため 

12 その他（ ） 

 

問 28 一時保護や婦人保護施設入所につながらなかったケースについて、その後の行

先や支援状況を貴相談所として把握していますか。（どちらかに○） 

■一時保護につながらなかったケース 

1 把握しているケースがある  

2 把握しているケースはない  

⇒「２」を選んだ場合は、その理由としてあてはまるものを全て選んでください。 

21 把握しようとしたことはあるが、本人の同意取得が困難 

22 把握しようとしたことはあるが、どの関係機関とつながっているかが分からない 

23 把握しようとしたことはあるが、そのための仕組みが無い 

24 把握しようとしたことが無い 

 25 その他（                                   ） 
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■婦人保護施設入所につながらなかったケース 

1 把握しているケースがある  

2 把握しているケースはない  

⇒「２」を選んだ場合は、その理由としてあてはまるものを全て選んでください。 

21 把握しようとしたことはあるが、本人の同意取得が困難 

22 把握しようとしたことはあるが、どの関係機関とつながっているかが分からない 

23 把握しようとしたことはあるが、そのための仕組みが無い 

24 把握しようとしたことが無い 

 25 その他（                                   ） 

 

問 29 一時保護や婦人保護施設入所につながらなかったケースの、その後の状況把握

について、本人の同意を得た上で、どの関係機関を通じて情報を収集していま

すか。 

状況把握をしていない場合は、どの関係機関に尋ねることで状況把握ができる

と思いますか。 

① 一時保護につながらなかったケース （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 3 福祉事務所 

4 配偶者暴力相談支援センター 5 民間シェルター  

6 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 61 保健福祉部門所管課 62 高齢者福祉部門所管課 63 母子保健部門所管課 

 64 子育て支援部門所管課 65 その他（ ） 

7 警察 8 入国管理局  

9 その他（ ） 

② 婦人保護施設入所につながらなかったケース （あてはまるもの全てに○） 

1 市区等に配置された婦人相談員 2 児童相談所 3 福祉事務所 

4 配偶者暴力相談支援センター 5 民間シェルター  

6 市区町村 ⇒所管課をお選びください。 

 61 保健福祉部門所管課 62 高齢者福祉部門所管課 63 母子保健部門所管課 

 64 子育て支援部門所管課 65 その他（ ） 

7 警察 8 入国管理局  

9 その他（ ） 
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問 30 貴相談所が所管している地域における、婦人保護事業に関わる民間団体との連

携状況として、当てはまるものをお選びください（あてはまるもの 1 つに○）。 

1 自治体としての支援方針を民間団体と共有し連携している 

  ⇒共有・連携の内容として当てはまるものをお選びください。（○はいくつでも） 

 11 啓発 12 相談 13 一時保護 

 14 自立支援（例：同行支援、ソーシャルスキルトレーニング、など） 

 15 研修  

 16 その他（                ） 

2 民間団体との連携はあまりできていない 

3 民間団体がほとんど活動していない 

4 その他（                                  ） 

 

問 31 貴相談所において第三者評価および権利擁護のために取組んでいることとして、

当てはまるものをお選びください（あてはまるもの全てに○）。 

1 福祉サービス第三者評価の受審 2 意見箱の設置 

3 第三者相談機関の設置と利用者への情報提供 4 理事会の活用 

5 利用者調査の実施  

6 その他（               ） 

 

 

問 32 過去 3 年間に発生したヒヤリ・ハットおよび事故に係る具体的内容をご記入く

ださい。 

□ヒヤリ・ハット事例（概要） 

  

  

  

 

□事故（概要） 
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問 33 今後、地域の支援ニーズに対応するために体制を強化すべきと考える支援対象

と具体的な支援内容についてお答えください。 

① 貴相談所として 

①-1 地域の支援ニーズに対応するために体制を強化すべき支援対象 ※上位 3 つまで○ 

1 若年女性     2 同伴児童のいる女性    3 同伴児童     4 妊産婦 

5 障害者      6  高齢者           7 性的少数者    8 外国籍 

9  その他（                                                   ） 

① -2 具体

的 な 支

援内容 
※①-1 で選

んだ 3 つ

の番号を

記入 

①-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

①-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

①-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

② 市区町村として 

②-1 地域の支援ニーズに対応するために体制を強化すべき支援対象 ※上位 3 つまで○ 

1 若年女性     2 同伴児童のいる女性    3 同伴児童     4 妊産婦 

5 障害者      6  高齢者           7 性的少数者    8 外国籍 

9  その他（                                                   ） 

② -2 具体

的 な 支

援内容 
※②-1 で選

んだ 3 つ

の番号を

記入 

②-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

②-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

  

②-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

③ 都道府県として 

③-1 地域の支援ニーズに対応するために体制を強化すべき支援対象 ※上位 3 つまで○ 

1 若年女性     2 同伴児童のいる女性    3 同伴児童     4 妊産婦 

5 障害者      6  高齢者           7 性的少数者    8 外国籍 

9  その他（                                                   ） 

③ -2 具体

的 な 支

援内容 
※③-1 で選

んだ 3 つ

の番号を

記入 

③-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

③-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

③-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 
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④ 国として 

④-1 地域の支援ニーズに対応するために体制を強化すべき支援対象 ※上位 3 つまで○ 

1 若年女性     2 同伴児童のいる女性    3 同伴児童     4 妊産婦 

5 障害者      6  高齢者           7 性的少数者    8 外国籍 

9  その他（                                                   ） 

④ -2 具体

的 な 支

援内容 
※④-1 で選

んだ 3 つ

の番号を

記入 

④-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

④-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

④-1 の番号 

（   ） 

[具体的な支援内容] 

 

 

問 34 貴相談所における課題についてそれぞれご記入ください。 

① 婦人相談所の体制 

 

②他法・他施策との関係 

 

③ 市区町村との関係 
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④ 地域の関係機関との連携 

 

 

⑤ その他 
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資料１－２－２：　　別紙１：　問４　婦人相談所における来所相談の状況 【婦人相談所・一時保護所票】＿来所相談

○平成２９年８月から１０月の３ヶ月間に行った来所相談についてご記入ください。
○対象者（本人）１人１行でご記入ください。
○「主訴」は、あてはまるもの１つに○、「属性・課題」、「対応結果」は、あてはまるもの全てに○をしてください。

○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。
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Ⅰ　「主　訴」　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　「属性・課題」　※あてはまる項目全てに○
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Ⅲ　「対応結果」　　　　　※全てに○

c
入
所
調
整
会
議
で
検
討

h
そ
の
他

a
面
接
実
施

b
他
機
関
へ
対
応
依
頼

g

（
う
ち
相
談
支
援

）

d

（
う
ち
一
時
保
護
の
実
施

）

e

（
う
ち
委
託
に
よ
る
一
時
保
護

）

f

（
う
ち
他
機
関
紹
介

）

a
g
そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　

）

p
〃

（
精
神
的

）

q
〃

（
経
済
的

）

r
〃

（
性
的

）
　
※
疑
い
含
む

a
b
　
〃

（
精
神
科
以
外

）

a
f

そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　

）

t
 
A
V
出
演
強
要
被
害

u
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

v
 

ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

w
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

x
少
年
院
入
所
経
験

a
e
社
会
的
ス
キ
ル

z
要
介
護

a
a
病
院
退
院

（
精
神
科

）

a
c
指
定
難
病
罹
患

a
d
性
感
染
症
罹
患



 

資料 38 

 

  

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

y
刑
務
所
入
所
経
験

s
性
産
業
従
事
経
験

m
被
虐
待
経
験

c
児
童
以
外
の
家
族
を
同
伴

d
家
族
以
外
の
者
を
同
伴

f
妊
産
婦

k
性
的
少
数
者

n

（
う
ち
性
的
虐
待

）

o
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

o
男
女
問
題

v
そ
の
他

w
病
気

夫　等 子ども p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

Ⅰ　「主　訴」　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　「属性・課題」　※あてはまる項目全てに○
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Ⅲ　「対応結果」　　　　　※全てに○
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別紙２：　問６　婦人相談所における一時保護（委託先含む）の状況＿本人 【婦人相談所・一時保護所票】＿一時保護

○平成２９年８月から１０月の３ヶ月間に１日でも入所していた本人についてご記入ください。
○対象者（本人）１人１行でご記入ください。
○「主訴」は、あてはまるもの１つに○、「属性・課題」は、あてはまるもの全てに○をしてください。
○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。

【本人】

Ⅰ　主訴　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　属性・課題　　※あてはまる項目全てに○

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

一
時
保
護
時
の
年
齢

人間関係 経済関係 医療関係 a
a
住
居
問
題

a
b
帰
住
先
な
し

a
c
不
純
異
性
交
遊

f
児
童
以
外
の
家
族
を
同
伴

e
　
〃

（
4
人
以
上

）

d
　
〃

(

3
人

）

性
別 q

（
う
ち
性
的
虐
待

）

g
家
族
以
外
の
者
を
同
伴

h
男
性

i
妊
産
婦

j
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

w
 
A
V
出
演
強
要
被
害

l
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

m
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

n
性
的
少
数
者

o
外
国
籍

p
被
虐
待
経
験

r
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

s
 
　
 

〃

（
精
神
的

）

t
　
　
 

〃

（
経
済
的

）

u
　
　
 

〃

（
性
的

）
※
疑
い
含
む

v
性
産
業
従
事
経
験

k
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

o
男
女
問
題

p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

a
j

そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　

）

a
d
病
院
退
院

（
精
神
科

）

a
e
　
　
〃
　

（
精
神
科
以
外

）

a
f

指
定
難
病
罹
患

a
g
性
感
染
症
罹
患

a
h
社
会
的
ス
キ
ル

a
i

そ
の
他
①

（
　
　
 
　
　
　
　

）

x
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

y
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

z
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

a
a
少
年
院
入
所
経
験

a
b
刑
務
所
入
所
経
験

a
c
要
介
護

夫　等 子ども 親　族 交際相手 n
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

r
そ
の
他

s
生
活
困
窮

t
サ
ラ
金
・
借
金

u
求
職

v
そ
の
他

w
病
気

x
精
神
的
問
題

y
妊
娠
・
出
産

z
そ
の
他

c
　
〃

(

2
人

）

a
f
５
条
違
反

a
g
人
身
取
引

a
単
身
女
性

b
児
童
を
同
伴

（
１
人

）

a
d
売
春
強
要

a
e
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係
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【本人】

Ⅰ　主訴　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　属性・課題　　※あてはまる項目全てに○

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97
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99

100

一
時
保
護
時
の
年
齢

人間関係 経済関係 医療関係 a
a
住
居
問
題

a
b
帰
住
先
な
し

a
c
不
純
異
性
交
遊

f
児
童
以
外
の
家
族
を
同
伴

e
　
〃

（
4
人
以
上

）

d
　
〃

(

3
人

）

性
別 q

（
う
ち
性
的
虐
待

）

g
家
族
以
外
の
者
を
同
伴

h
男
性

i
妊
産
婦

j
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

w
 
A
V
出
演
強
要
被
害

l
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

m
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

n
性
的
少
数
者

o
外
国
籍

p
被
虐
待
経
験

r
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

s
 
　
 

〃

（
精
神
的

）

t
　
　
 

〃

（
経
済
的

）

u
　
　
 

〃

（
性
的

）
※
疑
い
含
む

v
性
産
業
従
事
経
験

k
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

o
男
女
問
題

p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

a
j

そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　

）

a
d
病
院
退
院

（
精
神
科

）

a
e
　
　
〃
　

（
精
神
科
以
外

）

a
f

指
定
難
病
罹
患

a
g
性
感
染
症
罹
患

a
h
社
会
的
ス
キ
ル

a
i

そ
の
他
①

（
　
　
 
　
　
　
　

）

x
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

y
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

z
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

a
a
少
年
院
入
所
経
験

a
b
刑
務
所
入
所
経
験

a
c
要
介
護

夫　等 子ども 親　族 交際相手 n
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

r
そ
の
他

s
生
活
困
窮

t
サ
ラ
金
・
借
金

u
求
職

v
そ
の
他

w
病
気

x
精
神
的
問
題

y
妊
娠
・
出
産

z
そ
の
他

c
　
〃

(

2
人

）

a
f
５
条
違
反

a
g
人
身
取
引

a
単
身
女
性

b
児
童
を
同
伴

（
１
人

）

a
d
売
春
強
要

a
e
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係
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別紙３：　問６　婦人相談所における一時保護（委託先含む）の状況＿同伴児者 【婦人相談所・一時保護所票】＿一時保護

○平成２９年８月から１０月の３ヶ月間に１日でも入所していた同伴児者についてご記入ください。
○対象者（同伴児者）１人１行でご記入ください。
○「母等（本人）の主訴」は、あてはまるもの１つに○、「同伴児者の属性・課題」は、あてはまるもの全てに○をしてください。
○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。

【同伴児者】

Ⅰ　母等(本人）の主訴　　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　同伴児者の属性・課題　　　※あてはまる項目全てに○

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

1
2

3
4
5

6
7
8

9
10
11

12
13
14

15
16
17

18
19
20
21

22
23
24

25
26
27

28
29
30

31
32
33

34
35
36

37
38
39

40
41
42

43
44
45

46
47
48

49
50

t
サ
ラ
金
・
借
金

u
求
職

v
そ
の
他

w
病
気

o
男
女
問
題

p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

r
そ
の
他

s
生
活
困
窮

人間関係 経済関係 a
f
５
条
違
反

a
g
人
身
取
引

夫　等 子ども 親　族 交際相手 n
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

医療関係

x
精
神
的
問
題

a
a
住
居
問
題

a
b
帰
住
先
な
し

a
c
不
純
異
性
交
遊

a
d
売
春
強
要

y
妊
娠
・
出
産

z
そ
の
他

年
齢

性
別

a
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

b
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

a
c
問
題
行
動

i
　
　
〃

（
う
ち
心
理
的
虐
待

）

j
　
　
〃

（
う
ち
性
的
虐
待

）

k
　
　
〃

（
う
ち
ネ
ぐ
レ
ス
ト

）

q
 
A
V
出
演
強
要
被
害

c
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

d
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

f
性
的
少
数
者

g
外
国
籍

h
被
虐
待
経
験

（
う
ち
身
体
的
虐
待

）

a
e
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係

e
妊
産
婦

a
i

そ
の
他
③

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
g
そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
d
不
登
校

a
e
疾
病
や
虫
歯
の
放
置

a
f

出
生
時
の
問
題
・
先
天
異
常

a
a
性
感
染
症
罹
患

a
b
学
力
低
下
・
成
績
不
振

a
h
そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

m
　
　
〃

（
精
神
的

）

n
　
　
〃

（
性
的

）

o
　
　
〃

（
経
済
的

）

p
性
産
業
従
事
経
験

x
病
院
退
院

（
精
神
科

）

y
　
　
〃
 

（
精
神
科
以
外

）

z
指
定
難
病
罹
患

w
要
介
護

l
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

r
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

s
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

t
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

u
少
年
院
入
所
経
験

v
刑
務
所
入
所
経
験
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a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

51
52
53

54
55
56

57
58

59
60
61

62
63
64

65
66

67
68
69

70
71
72

73
74

75
76
77

78
79
80

81
82
83

84
85

86
87
88

89
90
91

92
93

94
95
96

97
98
99

100

【同伴児者】

t
サ
ラ
金
・
借
金

u
求
職

v
そ
の
他

w
病
気

o
男
女
問
題

p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

r
そ
の
他

s
生
活
困
窮

Ⅰ　母等(本人）の主訴　　※あてはまる項目１つに○

人間関係 経済関係 a
f
５
条
違
反

a
g
人
身
取
引

夫　等 子ども 親　族 交際相手 n
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

医療関係

x
精
神
的
問
題

a
a
住
居
問
題

a
b
帰
住
先
な
し

a
c
不
純
異
性
交
遊

a
d
売
春
強
要

y
妊
娠
・
出
産

z
そ
の
他

年
齢

性
別

Ⅱ　同伴児者の属性・課題　　　※あてはまる項目全てに○

a
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

b
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

a
c
問
題
行
動

i
　
　
〃

（
う
ち
心
理
的
虐
待

）

j
　
　
〃

（
う
ち
性
的
虐
待

）

k
　
　
〃

（
う
ち
ネ
ぐ
レ
ス
ト

）

q
 
A
V
出
演
強
要
被
害

c
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

d
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

f
性
的
少
数
者

g
外
国
籍

h
被
虐
待
経
験

（
う
ち
身
体
的
虐
待

）

a
e
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係

e
妊
産
婦

a
i

そ
の
他
③

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
g
そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
d
不
登
校

a
e
疾
病
や
虫
歯
の
放
置

a
f

出
生
時
の
問
題
・
先
天
異
常

a
a
性
感
染
症
罹
患

a
b
学
力
低
下
・
成
績
不
振

a
h
そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

m
　
　
〃

（
精
神
的

）

n
　
　
〃

（
性
的

）

o
　
　
〃

（
経
済
的

）

p
性
産
業
従
事
経
験

x
病
院
退
院

（
精
神
科

）

y
　
　
〃
 

（
精
神
科
以
外

）

z
指
定
難
病
罹
患

w
要
介
護

l
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

r
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

s
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

t
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

u
少
年
院
入
所
経
験

v
刑
務
所
入
所
経
験
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資料１－３－１： 

厚 生 労 働 省 

平成 29 年度先駆的ケア策定・検証調査事業 

婦人保護事業等における支援実態等 

に 関 す る 調 査 研 究 

【婦人保護施設票】 
■貴施設の概要 

 

問 1 貴施設の概要 

施 設 名  所在地：         都・道・府・県 

ご 連 絡 先 
電 話 番 号：       （    ）      

メールアドレス：        ＠         

設置運営主体 

a) 設置主体 
1 都道府県 2 社会福祉法人 3 財団法人 

4 その他（                  ） 

b) 運営主体 
1 都道府県 2 社会福祉法人 3 財団法人 

4 その他（                  ） 

支 援 機 能 

定  員 

c) 措置入所 
定員：本人       人  定員：同伴児者      人 

d) 一時保護委託 

1 あり  
定員：本人            人 

定員：同伴児者       人 

2 なし  

e) 通所機能 
1 あり     週      回 

2 なし  

f) その他 

「具体的な機能」 

 

 

 

 

問 2 貴施設では、どのような体制で支援を行っていますか。 

①-1 措置入所（本人） 

※あてはまるもの 1 つに○。1,2 を選択した場合には、人数も記入してください。 

1 担当制により支援を行っている  → 受持対象者数（   人）／職員 1 人当たり 

2 チーム制により支援を行っている → 受持対象者数（   人）／職員（   ）人当たり 

3 支援課題の内容、数によらず支援時間は変わらない（一体的に支援している） 

4 その他（                                ） 
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①-2 措置入所（同伴児） ※同伴児者を受け入れている施設のみご回答ください。 

※あてはまるもの 1 つに○。1,2 を選択した場合には、人数も記入してください。 

1 担当制により支援を行っている  → 受持対象者数（   人）／職員 1 人当たり 

2 チーム制により支援を行っている → 受持対象者数（   人）／職員（   ）人当たり 

3 支援課題の内容、数によらず支援時間は変わらない（一体的に支援している） 

4 その他（                                ） 

 

②-1 一時保護委託（本人） 

※一時保護委託を受けていない施設は回答不要です。 

※あてはまるもの 1 つに○。1,2 を選択した場合には、人数も記入してください。 

1 担当制により支援を行っている  → 受持対象者数（   人）／職員 1 人当たり 

2 チーム制により支援を行っている → 受持対象者数（   人）／職員（   ）人当たり 

3 支援課題の内容、数によらず支援時間は変わらない（一体的に支援している） 

4 その他（                                ） 

 

②-2 一時保護委託（同伴児者） 

※一時保護委託を受けていない施設は回答不要です。 

※あてはまるもの 1 つに○。1,2 を選択した場合には、人数も記入してください。 

1 担当制により支援を行っている  → 受持対象者数（   人）／職員 1 人当たり 

2 チーム制により支援を行っている → 受持対象者数（   人）／職員（   ）人当たり 

3 支援課題の内容、数によらず支援時間は変わらない（一体的に支援している） 

4 その他（                                ） 

 

 

問 3 貴施設の夜間、休日の人員体制をご記入ください。 

□措置入所 

夜間の体制 

実人数：            人 

 うち 常勤職員：        人 

 うち 非常勤職員：       人※アルバイト雇用含む 

 

【職種等】 ※主な配置の構成（あてはまるもの全てに○） 

1 主任指導員  2 指導員  3 看護師  4 栄養士 

5 心理担当職員 6 同伴児童担当職員    7 事務員 

8 その他（                ） 

休日の体制 

実人数：            人 

 うち 常勤職員：        人 

 うち 非常勤職員：       人 ※アルバイト雇用含む 

 

【職種等】 ※主な配置の構成（あてはまるもの全てに○） 

1 主任指導員  2 指導員  3 看護師  4 栄養士 

5 心理担当職員 6 同伴児童担当職員    7 事務員 

8 その他（                ） 
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□一時保護委託 ※一時保護委託を受けていない施設は回答不要です。 

夜間の体制 

実人数：            人 

 うち 常勤職員：        人 

 うち 非常勤職員：       人※アルバイト雇用含む 

 

【職種等】 ※主な配置の構成（あてはまるもの全てに○） 

1 主任指導員  2 指導員  3 看護師  4 栄養士 

5 心理担当職員 6 同伴児童担当職員    7 事務員 

8 その他（                ） 

休日の体制 

実人数：            人 

 うち 常勤職員：        人 

 うち 非常勤職員：       人※アルバイト雇用含む 

 

【職種等】 ※主な配置の構成（あてはまるもの全てに○） 

1 主任指導員  2 指導員  3 看護師  4 栄養士 

5 心理担当職員 6 同伴児童担当職員    7 事務員 

8 その他（                ） 

 

 

 

■支援の状況 

 

問 4 平成 28 年度 1 年間に措置入所した、本人の「年齢」、「主訴」および「属性・課

題」についてご記入ください（別紙１にご記入ください）。 

また、同期間の同伴児者について、「年齢」、「性別」、「母親等（本人）の主訴」、

「同伴児者の属性・課題」ご記入ください（別紙２にご記入ください）。 

 

問 5 貴施設において、入所者に対して提供している支援内容等について、「措置入所」、

「一時保護委託」それぞれについて記入してください（それぞれあてはまるもの全

てに○）。※「一時保護委託」を受けていない施設は、「措置入所」の列のみ回答してください。 
選択肢 措置 

入所 
一時保

護委託 

概 要 

a) 日常生活   料理、清掃、洗濯、裁縫、買物同行、生活リズムの習得、身だしな

み・清潔 

b) 金銭管理   貴重品管理、債務整理、貯蓄、家計節約助言 

c) 医療・健康管理   健康診断、服薬管理、通院促し・同行、体重管理、栄養面の配慮 

d) 同行支援   DV学習、警察や司法関係者等との連携、保護命令申し立て 

e) 心理的ケア   心理面接・カウンセリング、精神科医の診断、通院同行、入院、心理

職員によるプログラム 

f) 性暴力被害者へ

の支援   同行支援、性教育、ワンストップセンターとの連携 
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選択肢 措置 

入所 
一時保

護委託 

概 要 

g) 育児・養育・同

伴児   
児童相談所との連携・面接・相談、保育・保育代行、新生児養育支

援、愛着形成支援、母子関係改善支援、被虐待児ケア、面会同

行、養育支援、児童デイサービスへのつなぎ、保育所入所・転校支

援、学習・遊び支援 

h) 家族・対人関係   
家族関係の連絡調整、養護施設との連絡調整、他利用者との関係

調整、墓参りの同行、面会同行、住民票・戸籍等の閲覧禁止措置、

家族を含むケース会議、つきあい方の助言 

i) 就労   
履歴書作成、ハローワーク同行、面接同行、求人情報提供、内作

業・内職の提供、退職手続、職場との連絡調整、定着支援、資格取

得、面接の練習 

j) 妊婦・出産   出産前後の心理的ケア、妊婦健診、出産付き添い、医療機関との連

携、妊娠出産に関する学習、母体の疾病等リスク管理・特別なケア 

k) 外国籍の女性   
通訳依頼、日本語学習支援、大使館での手続き同行、民間施設と

の連携、通訳同行、入国管理手続き同行・通院等同行 

食事の個別対応（嗜好・宗教） 

l) 若年者   保護者との連絡調整、児相との連携、性虐等の対応、心理教育、学

習支援、法的対応、同伴児への対応 

m) 住居確保   
住居探し、老人ホーム・グループホーム探し、公営住宅申込み、不動

産紹介・同行、見学同行、本籍捜索、住民登録、引越し業者の紹

介、生活用品準備、貸付金等の情報提供、親族への保証人依頼、

施設入所手続き 

n) 生活保護   生活保護の申請、相談、退所前申請 

o) 福祉サービス・

年金受給等の

利用申請 
  

福祉サービス提供支援 

障害者手帳等の取得支援、年金手続き等の支援、権利擁護事業の

活用支援 

p) 法的対応支援   離婚手続き、保護命令等 

q) 個別支援計画   アセスメント（本人）、アセスメント（同伴家族）、支援計画の立案、支

援方針の説明と同意取得 

r) 女性の生、性に

関する事項   更年期障害、妊娠・出産、中絶、性感染症、避妊、性暴力被害者へ

の対応 

s) 入所前   見学、説明、婦人相談所との協議 

t) 退所前支援   自立支援室やステップハウス活用、他施設への移行調整、 

退所先調整、自立支援室での支援、生活保護受給者支援 

u) 退所後支援   
アフターケアとしてのショートスティ、通所相談、電話相談 突然の来

所相談、訪問・同行支援、金銭管理、内職作業への参加、入院時支

援、食事会等居場所づくり、地域連携調整 

v) 地域生活定着支

援事業   － 

w)  退所者自立生

活援助事業   － 
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問 6 措置入所者本人が、複数の問題を抱えている場合、そうではない入所者と比較し

て、職員の支援量はどのように変化しますか（最もあてはまるもの 1 つに○）。 

1 問題が複数に渡ると職員が関わる支援時間が増える 

2 問題の数ではなく種類によって支援時間が増える 

3 問題の数や種類によらず支援時間は変わらない 

4 その他（                                ） 

 

 

問 7 貴施設では、過去 3 年間に措置入所者の同伴児童として、以下のような状況にあ

る児童を支援した実績がありますか（あてはまるもの全てに○）。 

1 心理的問題 (例：自傷行為) 2 身体障がい（疑い・手続中含む） 

3 知的障がい（疑い・手続中含む） 4 発達障がい（疑い・手続中含む） 

5 発育不良 6 被虐待経験 

7 学力低下・成績不振 8 価値観の偏り 

9 問題行動 （例：反社会的行動） 10 不登校 

11 放置された疾病・虫歯 12 出生時の問題・先天異常 

13 その他（              ） 

 

 

■対象者に関する情報収集等 

 

問 8-1 婦人相談所から提供される措置入所者に関する情報について、要望、課題等を

ご記入ください。 

  

  

  

  

 

問 8-2 貴施設は、婦人相談所との間で、措置入所者に関する情報をどのように共有し

ていますか（あてはまるもの全てに○）。 

1 措置判定会議に同席する 2 入所前に婦人相談所と協議の場を持つ 

3 書類の送付 4 婦人相談所への聞き取り 

5 貴施設が本人から聞き取り婦人相談所に伝

える 

6 婦人相談所が本人から聞き取り貴施設に伝

える 

7 その他（              ） 
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問 9 貴施設では、措置入所者を対象として、施設独自にどのようなアセスメント情報

を収集していますか（あてはまるもの全てに○）。 

1 本人の心身の状況（健康状態・障害の状況） 2 同伴者の心身の状況（健康状態・障害の状況） 

3 本人の生活スキル 4 本人のコミュニケーションスキル 

5 本人の心理アセスメント 6 日常生活における留意点 

7 今後の方向性（本人の意向） 8 本人の職業適性 

9 その他（               ） 

 

 

■心理的ケアの実施状況 

問 10-1 措置入所者に対する心理的ケアの実施状況をお答えください。 

□貴施設内で実施していること（あてはまるもの全てに○） 

1 心理アセスメント 2 カウンセリング 

3 箱庭療法 4 認知行動療法 

5  EMDR 6 その他の心理プログラム 

7 心理教育 8 自助グループ活動の支援 

9 医療機関との情報交換 10 その他（               ） 

11 実施していない  

 

□実施体制（あてはまるもの全てに○） 

1 嘱託医師が実施 2 貴施設の看護師が実施 

3 心理担当職員が実施 4 外部の連携機関に依頼（           ） 

5 その他（                         ） 

 

問 10-2 婦人保護施設において措置入所者に対する心理的ケアを行うことに関する課

題、意見等をご記入ください。 
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■支援を実施する上での課題 
 

問 11 過去 3 年間で、貴施設において発生したヒヤリ・ハットおよび事故に係る具体

的内容をご記入ください。 

□ヒヤリ・ハット事例（概要） 

  

  

  

 

□事故（概要） 

  

  

  

 

 

問 12-1 措置入所者の支援ニーズに十分に対応できていないと考える支援内容について、

上位 5 つを選び、番号に○をつけてください。 

 
選択肢 概要 

1 日常生活 料理、清掃、洗濯、裁縫、買物同行、生活リズムの習得、身だしなみ・清潔 

2 金銭管理 貴重品管理、債務整理、貯蓄、家計節約助言 

3 医療・健康管理 健康診断、服薬管理、通院促し・同行、体重管理、栄養面の配慮 

4 同行支援 DV 学習、警察や司法関係者等との連携、保護命令申し立て 

5 心理的ケア 
心理面接・カウンセリング、精神科医の診断、通院同行、入院、心理職員によるプロ

グラム 

6 性暴力被害 同行支援、性教育、ワンストップセンターとの連携 

7 育児・養育・同伴児 
児童相談所との連携・面接・相談、保育・保育代行、新生児養育支援、愛着形成支

援、母子関係改善支援、被虐待児ケア、面会同行、養育支援、児童デイサービスへの

つなぎ、保育所入所・転校支援、学習・遊び支援 

8 家族・対人関係 
家族関係の連絡調整、養護施設との連絡調整、他利用者との関係調整、墓参りの同

行、面会同行、住民票・戸籍等の閲覧禁止措置、家族を含むケース会議、つきあい方

の助言 

9 就労 
履歴書作成、ハローワーク同行、面接同行、求人情報提供、内作業・内職の提供、退

職手続、職場との連絡調整、定着支援、資格取得、面接の練習 

10 妊婦・出産 
出産前後の心理的ケア、妊婦健診、出産付き添い、医療機関との連携、妊娠出産に関

する学習、母体の疾病等リスク管理・特別なケア 

11 外国籍の女性 
通訳依頼、日本語学習支援、大使館での手続き同行、民間施設との連携、通訳同行、

入国管理手続き同行・通院等同行、食事の個別対応（嗜好・宗教） 

12 若年者 
保護者との連絡調整、児相との連携、性虐等の対応、心理教育、学習支援、法的対

応、同伴児童への対応 

13 住居確保 
住居探し、老人ホーム・グループホーム探し、公営住宅申込み、不動産紹介・同行、

見学同行、本籍捜索、住民登録、引越し業者の紹介、生活用品準備、貸付金等の情報

提供、親族への保証人依頼、施設入所手続き 

14 生活保護 生活保護の申請、相談、退所前申請 

15 福祉サービス・年金

受給等の利用申請 

福祉サービス提供支援、障害者手帳等の取得支援、年金手続き等の支援、権利擁護事

業の活用支援 

16 法的対応支援 離婚手続き、保護命令等 
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選択肢 概要 

17 個別支援計画 
アセスメント（本人）、アセスメント（同伴家族）、支援計画の立案、支援方針の説明

と同意取得 

18 女性の生、性に関す

る事項 
更年期障害、妊娠・出産、中絶、性感染症、避妊、性暴力被害者への対応 

19 入所前 見学、説明、連携機関との協議 

20 退所前支援 
自立支援室やステップハウス活用、他施設への移行調整、退所先調整、自立支援室で

の支援、生活保護受給者支援 

21 退所後支援 
アフターケアとしてのショートスティ、通所相談、電話相談 突然の来所相談、訪

問・同行支援、金銭管理、内職作業への参加、入院時支援、食事会等居場所づくり、

地域連携調整 

22 地域生活定着支援事

業 
－ 

23 退所者自立生活援助

事業 
－ 

 

問 12-2 前問 12-1 で選んだ 5 つの支援内容について、それぞれ十分に対応できていな

い理由として当てはまるものをお答えください（それぞれあてはまるもの全てに

○） 

 
問 12-1 で選んだ

番号 
十分対応できていない理由（あてはまるもの全てに○） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 

（   ） 

1 必要な設備の不足 2 専門性の不足 

3 人員の不足 4 入所期間が短いため対応しきれない 

5 その他（ ） 
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問 13 以下の属性に該当する措置入所者に対して、貴施設ではどのような支援を行っ

ていますか。また、各対象者の支援ニーズを充足する上での課題をご記入くださ

い。 

 

□若年女性（18 歳未満）（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

5  その他の暴力への対応 6 心理教育 

7 学習支援 8 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

9 法的対応（債務に関するもの） 10 法的対応（その他） 

11 医療機関の受診 12  障害者手帳や療育手帳取得の支援 

13 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 14 ハローワーク同行等就労支援 

15 心理判定  16 同伴児への対応 

17  本人の養育能力に関する支援 18 その他（              ） 

19 受け入れ実績がない  

「支援ニーズを充足する上での課題」 

 

 

 

 

） 

 

□若年女性（18 歳以上 20 歳未満）（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

5  その他の暴力への対応 6 心理教育 

7 学習支援 8 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

9 法的対応（債務に関するもの） 10 法的対応（その他） 

11 医療機関の受診 12  障害者手帳や療育手帳取得の支援 

13 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 14 ハローワーク同行等就労支援 

15 心理判定  16 同伴児への対応 

17  本人の養育能力に関する支援 18 その他（              ） 

19 受け入れ実績がない  

「支援ニーズを充足する上での課題」 

 

 

 

 

） 
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□若年女性（20 歳以上 30 歳未満）（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 保護者との連絡調整 2 児童相談所との協議・情報交換 

3 性虐待への対応 4  性虐待以外の DV への対応 

5  その他の暴力への対応 6 心理教育 

7 学習支援 8 法的対応（離婚・保護命令に関するもの） 

9 法的対応（債務に関するもの） 10 法的対応（その他） 

11 医療機関の受診 12  障害者手帳や療育手帳取得の支援 

13 福祉事務所へのつなぎ（生活保護） 14 ハローワーク同行等就労支援 

15 心理判定  16 同伴児への対応 

17  本人の養育能力に関する支援 18 その他（              ） 

19 受け入れ実績がない  

「支援ニーズを充足する上での課題」 

 

 

 

 

） 

 

□同伴児（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 児童相談所との連携・面接・相談 2 保育・保育代行 

3 新生児養育支援 4 愛着形成支援 

5 親関係の再構築 6 被虐待児ケア 

7 面会同行 8 児童デイサービスにつなぐ 

9 保育所入所・転校支援 10 学習・遊びの支援 

11 受け入れ実績なし  

「支援ニーズを充足する上での課題」 

 

 

 

） 

 

□妊産婦（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 出産前後の心理的ケア 2 妊婦健診 

3 出産の付き添い 4 医療機関との連携 

5 妊娠出産に関する学習 6 母体の疾病等リスク管理・特別なケア 

7 その他（                   ） 

8 受け入れ実績なし  

支援ニーズを充足する上での課題： 

 

 

 

） 
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□障害者（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 日常生活支援 2 生活スキルの支援 

3 就業に向けた支援 4 機能訓練 

5 他の福祉施設との連携 6 医療機関との連携 

7 その他（                   ） 

8 受け入れ実績なし  

支援ニーズを充足する上での課題： 

 

 

 

 

 

□高齢者（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 日常生活支援 2 社会的コミュニケーションの機会の創出 

3 就業に向けた支援 4 機能訓練 

5 他の福祉施設との連携 6 医療機関との連携 

7 その他（                   ） 

8 受け入れ実績なし  

支援ニーズを充足する上での課題： 

 

 

 

 

 

 

□性的少数者（あてはまるもの全てに○） 

「支援内容」  

1 日常生活支援 2 心理的ケア 

3 就業に向けた支援 4 家族・対人関係の調整・支援 

5 他の福祉施設との連携 6 医療機関との連携 

7 その他（                   ） 

8 受け入れ実績なし  

支援ニーズを充足する上での課題： 
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□外国籍女性 

「支援内容」  

1 日常生活支援 2 日本語学習支援 

3 就業に向けた支援 4 法的手続の支援 

5 通訳確保 6 他の福祉施設との連携 

7 その他（                   ） 

8 受け入れ実績なし  

支援ニーズを充足する上での課題： 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 措置入所者への支援にあたり、婦人相談所に依頼する事項についてお答えくだ

さい（あてはまるもの全てに○）。  

1 心理判定 2 支援方針の確認・協議 

3 支援方法に関するスーパーバイズ 4 困難な相談内容への対応 

5 医療機関の紹介・調整 6 同伴児童に関する支援 

7 退所後に必要な地元の支援組織等との調整 8 本人への説明・同意取得 

9 その他（                      ） 

 

 

問 15-1 措置入所者が退所した後、支援、モニタリングを続けるか否かはどのような方

針に基づいて決定していますか（主なもの 1 つに○）。  

1 婦人相談所が決定する 2 貴施設が決定する 

3 基礎自治体が決定する 4 決まっていない 

5 その他（                ） 

 

 

問 15-2 問 16 の方針に基づいて措置入所者が退所した後、支援、モニタリングはいず

れの組織が実施していますか（主なもの 1 つに○）。  

1 婦人相談所が実施している 2 貴施設が実施している 

3 基礎自治体が実施している 4 実施していない 

5 その他（                ） 
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問 16 措置入所者が退所し、地域での生活に移行した場合、どのようなアフターケア

を実施されていますか（あてはまるもの全てに○）。 

1 本人との電話連絡 2 家庭訪問 

3 職場訪問 4 通所支援 

5 婦人相談所との情報交換 6 基礎自治体との情報交換 

7 実施していない  

8 その他（               ） 

 

 

■関係機関との連携に関する状況 
 

問 17 措置入所者の支援を実施するにあたり、関係機関と連携し、実施している支援

内容をお答えください（あてはまるもの全てに○）。 

1 入所者への講演会の開催 2 就労支援 

3 学習支援 4 性暴力被害者への支援 

5 法的対応への支援 6 地域での安定的な生活を継続するための見守り 

7 心理的支援 8 経済的支援 

9 余暇活動等の支援 10 その他（                ） 

 

問 18 貴施設と下記の組織との情報共有、連携状況に関する評価をご記入ください（そ

れぞれあてはまるもの 1 つに○）。 

 

 
十分情報共有・ 

連携がとれている 

ある程度 

情報共有・連携が

とれている 

あまり 

情報共有・連携が 

とれていない 

全く 

情報共有・連携が 

とれていない 

a) 婦人相談所 ４ ３ ２ １ 

b) 一時保護所 ４ ３ ２ １ 

c) 児童相談所 ４ ３ ２ １ 

d) 福祉事務所 ４ ３ ２ １ 

e）高齢者福祉部門 ４ ３ ２ １ 

f) 障害者福祉部門 ４ ３ ２ １ 

g) 保健センター 

（保健福祉部門所管課） 
４ ３ ２ １ 

h) 配偶者暴力相談支援ｾﾝﾀｰ ４ ３ ２ １ 

i) 医療機関 ４ ３ ２ １ 

j) 法テラス ４ ３ ２ １ 

k) 学校・教育委員会 ４ ３ ２ １ 

l) ハローワーク ４ ３ ２ １ 

m) 民間シェルター ４ ３ ２ １ 

n) その他（       ） ４ ３ ２ １ 
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■権利擁護、支援の質向上に関する取組状況 

問 19-1 貴施設において入所者の権利擁護、支援の質向上に関わる取組みとして実施

していることをお答えください（あてはまるもの全てに○）。 

1 福祉サービス第三者評価の受審 2 意見箱の設置 

3 第三者相談機関の設置と利用者への情報提供 4 理事会の活用 

5 利用者調査の実施 6 その他（              ） 

 

 

問 19-2 貴施設では、利用者の意見を取り入れて支援内容、施設設備等を改善したこと

がありますか（あてはまるもの 1 つに○）。 

1 ある 2 ない  

 

問 19-3 問 19-2 で「1 ある」と回答した施設にお伺いします。その具体的な内容をご

記入ください。 

 

 

問 20 貴施設における課題について、それぞれご記入ください。 

① 婦人保護施設の体制 
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②他法・他施策との関係 

 

③ 地域の関係機関との連携 

 

④ その他 
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婦人保護施設における性暴力被害者に対する 

支援実態に関する実態調査 
 

※続けてご回答ください。 

 

用語の定義 

 

○この調査における「性暴力被害」には、児童虐待の１つである性的虐待や DV の一部

に性暴力が含まれるもの、家庭内・家庭外における性暴力を含みます。 

「性暴力被害」は、開示されない場合が多いため、本人の言語・行動・生活の様子など

を観察した結果、性暴力を受けた経験が疑われるケースも含めてお答えください。 

 

○なお、この調査票では、婦人保護施設に一時保護委託された入所者は対象としていませ

ん。したがって、「措置入所者」を「入所者」と表記します。また、「性暴力被害を受け

た入所者」および「性暴力被害を受けたと思われる入所者」をあわせて、「性暴力被害

を受けたと思われる入所者」と表記します。 
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■ 入所者に占める性暴力被害者を受けたと思われる入所者の割合と主訴 

問 1 貴施設で過去３年間に支援を行った入所者（平成 26 年４月１日～平成 29 年３月 31

日の間で１日でも在所していた者）のうち、性暴力被害を受けたと思われる入所者

数等をご回答ください。 

問 1-1 過去３年間に支援を行った入所者の実人数  
実人数     人 

延べ人数    人 

 

問 1-2 問 1-1 のうち、性暴力被害を受けたと思われる入所者本人 実人数     人 

 

問 1 -3 性暴力被害を受けたと思われる入所者の入所時の主訴を計上ください。  

人
間
関
係 

夫 

等 

1 夫等からの暴力     人 
経
済
関
係 

19 生活困窮     人 

2 薬物中毒・酒乱     人 20 サラ金・借金     人 

3 離婚問題     人 21 求職     人 

4 その他     人 22 その他     人 

子
ど
も 

5 子どもからの暴力     人 
医
療
関
係 

23 病気     人 

6 養育困難     人 24 精神的問題     人 

7 その他     人 25 妊娠・出産     人 

親 

族 

8 親からの暴力     人 26 その他     人 

9-1 その他の親族からの

暴力＿祖父 
    人 27 住居問題     人 

9-2 その他親族からの 

暴力＿叔父     人 
28 帰住先なし 

    人 

9-3 その他親族からの 

暴力＿兄・弟     人 
29 不純異性交遊 

    人 

10 その他     人 30 売春強要     人 

交
際
相
手 

11 交際相手からの暴力     人 31 ヒモ・暴力団関係     人 

12 同性間の交際相手から 

の暴力     人 
32 ５条違反 

    人 

13 その他     人 33 人身取引     人 

14 その他の者からの暴力     人   

15 男女問題     人   

16 ストーカー被害     人 

 17 家庭不和     人 

18 その他     人 

 

問 1-4 問 1-2に記入した人数のうち同伴児童がいる入所者本人 本人の実人数     人 

  「児童の居場所別の本人の実人数」 

  1 児童とともに婦人保護施設に入所 本人の実人数     人 

  2 児童は、児童養護施設や里親等で生活 本人の実人数     人 

  3 児童は親族とともに生活 本人の実人数     人 

  4 その他（具体的に：                         ） 

   本人の実人数     人 

  



 

資料 60 

 

問 2-1 貴施設の入所者について、婦人相談所から提供される情報をご回答ください 

（あてはまるもの全てに○）。 

1 本人の基本属性 
※ 1 を選んだ場合、あてはまるもの全てに○ 

 

 〔 a.家族構成  b.職業  c,成育歴  d.国籍 〕 

2 同伴児者の基本属性 

※ 2 を選んだ場合、あてはまるもの全てに○ 
 

 〔 a.続柄   b.職業・就学状況  c,成育歴  d.国籍 〕 

3 本人の心身の状況（健康状態・障害の状況） 

4 同伴児者の心身の状況（健康状態・障害の状況） 

5 一時保護時の理由 

6 入所の理由 

7 今後の方向性（本人の意向） 

8 婦人相談所における援助方針 

9 日常生活における留意点 

10 入所者の心理判定の結果 

11 暴力被害の状況（加害者の続柄、時期等に関する情報） 

12 暴力被害に対する対応方針 

13 その他（               ） 

 

問 2-2 性暴力被害を受けたと思われる入所者について、問 2-1 の情報に追加して提供さ

れる情報はありますか。 

1 特にない（全ケースほぼ同じ内容）  

2 ある  

 

 

※具体的な内容をご記入ください。 

 

  

■ 婦人相談所からの情報提供および貴施設の役割分担 
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問 3 性暴力被害を受けたと思われる入所者について、婦人相談所と貴施設でそれぞれ

どのような支援を行っていますか（それぞれ 1 つに○）。 

支援内容 婦人相談所 婦人保護施設 

a 性暴力被害に関する情報収集（外部機関） 
1 実施している 

2 実施していない 

1 実施している 

2 実施していない 

b 本人からの性暴力被害に関する聞き取り 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

c 心理アセスメントの実施 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

d 性暴力被害やトラウマ症状に関する心理教育

の実施  
1 実施している 

2 実施していない 

1 実施している 

2 実施していない 

e 個別を対象とした一般的心理カウンセリング 
1 実施している 

2 実施していない 

1 実施している 

2 実施していない 

f 個人を対象としたトラウマに焦点を当てた

心理療法 
1 実施している 

2 実施していない 

1 実施している 

2 実施していない 

g 専門家が行うグループ療法 
1 実施している 

2 実施していない 

1 実施している 

2 実施していない 

h 自助グループ活動の支援 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

i 医療機関との連携 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

j DV 相談機関との連携 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

K 司法との連携 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

l 警察との連携 
1 実施している 

2 実施していない 
1 実施している 

2 実施していない 

m 性暴力被害を受けた可能性について検討する

ための医師による問診 
1 実施している 

2 実施していない 

1 実施している 

2 実施していない 

 

問 4 性暴力被害を受けたと思われる入所者の支援にあたり、今後、婦人相談所に期待

すること・課題についてご記入ください。 
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■ アセスメントに関する取組状況  

問 5-1 貴施設内で実施しているアセスメントすべてに○をつけてください。 

（あてはまるもの全てに○） 

1 課題等の聞き取り 2 生育歴の聞き取り 

3 今後の意向の聞き取り 4 性暴力被害についての聞き取り 

5 健康診断 6 感染症の検査 

7 心理アセスメント 8 その他（             ） 

 

問 5-2 貴施設では、入所者に対して心理的アセスメントを実施していますか(実施時期

は、入所時、入所後のいずれの時期でもよい)。 

1 実施している 2 実施していない 

→前問で「１．実施している」と回答した場合 

※心理アセスメントツールとして用いているもの（あてはまるもの全てに○） 

知能検査 
1 ＷＡＩＳ 2 ビネー式知能検査 

3 Ｓ－Ｍ社会生活能力検査 4 その他（       ） 

性格検査 

5 描画 6 エゴグラム 

7 ロールシャッハ 8 ＳＣＴ 

9 Ｙ－Ｇ 10 その他（       ） 

その他の検査 

11 ＧＨＱ（14，28，30，60） 12 ＳＤＳ  

13 ＢＤＩ-Ⅱ 14 ＤＥＳ 

15 ＣＥＳ-Ｄ 16 ＩＥＳ-Ｒ 

17 ＰＤＳ 18 ＤＶＳＩ 

19 その他（        ） 

 

問 5-3 貴施設において入所者に対し性暴力被害についての聞き取りを行うのはどのよ

うな場合が多いですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

1 本人から開示があった場合 

2 婦人相談所のアセスメントで性暴力被害を受けた疑いがあると判断された場合 

3 他の入所者から、本人から開示があったことを聞いた場合 

4 聞き取らない 

5 その他（                                   ） 
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■ 性暴力被害を受けたと思われる入所者への支援状況 

問 6-1 貴施設において性暴力被害を受けたと思われる入所者と、その同伴児に対する支

援を実施する際、それ以外の入所者および同伴児に比べ特有の難しさがありますか。 

①本人 （それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

①-1 集団生活への適応状況 

1 多くのケースで難しさがある 

2 難しいことがある 

3 それ以外の入所者と変わらない 

①-2 安全管理上の配慮 

1 多くのケースで特別な配慮が必要になる 

2 特別な配慮が必要になることもある 

3 それ以外の入所者と変わらない 

②同伴児 （それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

②-1 集団生活への適応状況 

1 多くのケースで難しさがある 

2 難しいことがある 

3 それ以外の入所者と変わらない 

②-2 安全管理上の配慮 

1 多くのケースで特別な配慮が必要になる 

2 特別な配慮が必要になることもある 

3 それ以外の入所者と変わらない 

 

 

問 6-2 性暴力被害を受けたと思われる入所者と、その同伴児に多く見られる行動化につ

いてご回答ください。 

①本人 （あてはまるもの全てに○） 

1 他の入所者とトラブルを起こす 2 愛着障害がみられる 

3 自殺企図がみられる 4 過呼吸・パニック障害がみられる 

5 人間関係を回避して就労継続しない 6 男性関係の問題（拒否・不穏）がみられる 

7 万引・飲酒などの逸脱行動がみられる 8 様々なアディクションがみられる 

9 他者への暴力・暴言 

10 その他（                           ） 

②同伴児 （あてはまるもの全てに○） 

1 他の入所者とトラブルを起こす 2 愛着障害がみられる 

3 自殺企図がみられる 4 解離がみられる 

5 年齢不相応な性への関心がみられる 6 その他（               ） 
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問 7 入所者全体に対する心理的ケアの実施体制についてご回答ください（性暴力被害

を受けたと思われる入所者に限りません）。 

① 心理担当職員の体制（あてはまるもの全てに○） 

１．常勤（専任）の心理職員がいる ２．常勤（兼任）の心理職員がいる 

３．非常勤（専任）の心理職員がいる ４．非常勤（兼任）の心理職員がいる 

５．嘱託の心理職員がいる ６．施設入所者がよく受診する心理職員が外部機関にいる 

７．上記のような心理職員はいない  

 
② 心理担当職員との面接頻度について、該当する頻度全てに○をつけ、典型的なケースの概要

をご記入ください。 

頻度 典型的なケースの概要 

1 週 1 回程度定期的に面接  

2 月数回程度定期的に面接   

3 年数回不定期に面接  

4 面接による支援を実施していない  

  

③ 心理担当職員が実施する専門的プログラムの内容をお答え下さい。 
（あてはまるもの全てに○） 

1 一般的なカウンセリング 2 性暴力被害や DV、トラウマ体験への心理教育 

3 グループ療法 4 箱庭療法 

5 認知行動療法 6 ＥＭＤＲ 

7 ラウマに焦点化した認知行動療法 
（ＰＥ，ＣＰＴ，ＴＦ-ＣＢＴ等） 

8 ソーシャル・スキルズ・トレーニング 

9 ペアレント・トレーニング 10 その他（               ） 

11 実施していない  

 
④ 性暴力被害を受けたと思われる入所者に対して、回復に向けた心理的ケアを実施するにあた

って配慮すること、困難を感じることについてご記入ください。 
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問 8 入所者に対する貴施設内での医師の関与についてお答えください。 

① 精神科医の体制（あてはまるもの全てに○） 

1 常勤の精神科医が配置されている 2 非常勤の精神科医が配置されている 

3 嘱託の精神科医が配置されている 4 外部の医療機関の精神科医と連携している 

5 連携等を行っている精神科医はいない 6 その他（              ） 

 

② 入所者と精神科医の平均的な面接頻度（あてはまるもの 1 つに○） 

1 入所者全員を対象に定期的に面接を行っている 

2 入所者全員を対象に不定期に面接を行っている 

3 必要性のある入所者について定期的に面接を行っている 

4 必要性のある入所者について不定期に面接を行っている 

5 面接を実施していない 

 

③ 施設内で精神科医が行う支援内容について（あてはまるもの全てに○） 

1 併設の診療所から処方し、薬物療法を実施 

2 一般的なカウンセリング（精神療法） 3 性暴力被害や DV、トラウマ体験への心理教育 

4 グループ療法 5 箱庭療法 

6 認知行動療法 7 ＥＭＤＲ 

8 トラウマに焦点化した認知行動療法 

（ＰＥ，ＣＰＴ，ＴＦ-ＣＢＴ等） 

9 ソーシャル・スキルズ・トレーニング 

10 ペアレント・トレーニング 11 職員へのスーパーバイズ 

12 その他（               ） 

13 支援を実施していない  

 

 

問 9 下記のうち、性暴力被害を受けたと思われる入所者に対する支援として、現在実施

されていること、また今後、充実させていきたいと考えている内容についてお答え

ください。 

①現在実施していること （あてはまるもの全てに○） 

1 傾聴・対話 2 ピアカウンセリングの実施・参加勧奨 

3 セルフケアの勧奨 4 受診支援 

5 性に関する内容の研修（リプロダクティブ・ヘルス・ライツ等）の実施 

6 その他（                                  ） 

 

②今後充実させていきたいこと （あてはまるもの全てに○） 

1 傾聴・対話 2 ピアカウンセリングの実施・参加勧奨 

3 セルフケアの勧奨 4  受診支援 

5 性に関する内容の研修（リプロダクティブ・ヘルス・ライツ等）の実施 

6 その他（                                  ） 
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問 10-1 貴施設における、入所者の支援体制とその評価についてお答えください。 

 

① 

昼
間 

性別 1 女性     人 2 男性     人 

年代 
1 20歳以上 40歳未満     人 2 40 歳以上 60 歳未満     人 

3 60 歳以上     人  

職種 

1 心理担当職員     人 2 相談調査員     人 

3 生活指導員     人 4 婦人相談員     人 

5 看護師     人 6 精神科医     人 

7 その他（                    ） 人 

勤務形態 
1 常勤職員     人 2 非常勤職員     人 

3 嘱託職員     人 4 臨時職員     人 

評価 
1 十分である 2 おおむね十分である 

3 やや不足している 4 不足している 

② 

夜
間
・
土
日
祝 

性別 1 女性     人 2 男性     人 

年代 
1 20歳以上 40歳未満 

    人 2 40 歳以上 60 歳未

満 

    人 

3 60 歳以上     人  

職種 

1 心理担当職員     人 2 相談調査員     人 

3 生活指導員     人 4 婦人相談員     人 

5 看護師     人 6 精神科医     人 

7 その他（                    ） 人 

勤務形態 
1 常勤職員     人 2 非常勤職員     人 

3 嘱託職員     人 4 臨時職員     人 

評価 
※1 つに○ 

1 十分である 2 おおむね十分である 

3 やや不足している 4 不足している 

 

問 10-2 貴施設では、性暴力被害を受けたと思われる入所者への支援に専門性を有す

る、または支援経験が豊富な担当者を配置していますか（あてはまるもの 1 つ

に○）。 

1 配置している 2 配置していない 
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■ 外部組織との連携状況 

 

問 11 貴施設において、入所者に対して、以下の支援を行う際の連携先についてお答え

ください。 

 ※下記【選択肢】を参照の上、該当する番号全てに○ 

①精神症状に対する支援 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

②性感染症に対する支援 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

③妊娠にかかわる支援 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

④安全確保のための支援 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

⑤法的措置に向けた支援 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

【選択肢】 

1 （市区町）母子担当 2 （市区町）人権・男女共同参画担当 

3 （警察）本庁 4 （警察）所轄署 

5 母子生活支援施設（福祉事務所） 6 地方裁判所、家庭裁判所 

7 法テラス、弁護士、弁護士会等 8 精神保健福祉センター 

9 児童相談所（同伴児童がいる場合） 10 病院・診療所（精神科） 

11 病院・診療所（精神科以外） 12 保健所  

13 保護施設（更生施設、救護施設、宿所提供施設） 14 その他 

 

 

■退所後の支援に関する取組内容 

問 12 貴施設における入所者に対する退所後の支援に関する実施状況（実施したことが

ある）についてお答えください（あてはまるもの全てに○）。 

1 定期的な家庭訪問 2 定期的な電話連絡 

3 必要に応じた家庭訪問 4 必要に応じた電話連絡 

5 通所支援 6 婦人相談所との連携（つなぐ） 

7 福祉事務所との連携 8 医療機関との連携（つなぐ） 

9 心理面接（個別） 10 心理面接（集団） 

11 地域の関係機関につなげる（ミーティング、必要に応じた個別対応（買い物・娯楽）、受診同行） 

12 その他（ ） 

 

  



 

資料 68 

 

■支援を行う上での課題 

問 13 貴施設において、性暴力被害を受けたと思われる入所者に対して支援を行う上で

の課題についてお答えください。 

 

① 施設・制度・ 

期間等の制約 

※あてはまるもの 

全てに○ 

1 入所期間が短期であり、十分な支援を行う時間がない 

2 集団生活を行わなければならず、本人の負担となっている 

3 入所中、問題を再発・悪化させる可能性のある行動を制限しきれない 

4 性暴力被害者支援に関わる専門的研修が行われていない 

5 その他（                          ） 

② 支援者の専門性 

※あてはまるもの 

全てに○ 

1 支援の経験が不十分である   

2 知識が不十分である（具体的に：               ） 

3 支援の前提となる考え方が固まっていない 

4 支援職員の被害への共通理解が不十分 

5 その他（                        ） 

 

③  その他の課題についてご記入ください。 
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資料１－３－２：　　別紙１：　問４　婦人保護施設における措置入所者の状況(本人） 【婦人保護施設】＿措置入所＿本人

○平成２８年度１年間に措置入所した対象者（本人）についてご記入ください。
○対象者（本人）１人１行でご記入ください。
○「主訴」は、あてはまるもの１つに○、「属性・課題」は、あてはまるもの全てに○をしてください。
○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43
44

45

46

47

48

49

50

a
単
身
女
性

（
同
伴
者
な
し

）

人間関係

【本人】

y
妊
娠
・
出
産

n
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

o
男
女
問
題

p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

r
そ
の
他

s
生
活
困
窮

t
サ
ラ
金
・
借
金

u
求
職

v
そ
の
他

w
病
気

x
精
神
的
問
題

経済関係 医療関係 a
a
住
居
問
題

a
b
帰
住
先
な
し

夫　等 子ども 親　族 交際相手 z
そ
の
他

a
c
不
純
異
性
交
遊

a
d
売
春
強
要

a
e
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係

a
f
５
条
違
反

a
g
人
身
取
引

b
児
童
を
同
伴

（
1
人

）

c
　
　
　
〃
　
　
　

（
2
人

）

d
　
　
　
〃
　
　
　

（
3
人

）

e
　
　
　
〃
　
　
　

（
4
人
以
上

）

f
児
童
以
外
の
家
族
を
同
伴

Ⅰ　主訴　　　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　属性・課題　　　※あてはまる項目全てに○

a
a
刑
務
所
入
所
経
験

a
b
要
介
護

a
c
病
院
退
院

（
精
神
科

）

a
d
　
　
　
〃
　
　

（
精
神
科
以
外

）

a
e
指
定
難
病
罹
患

v
 
A
V
出
演
強
要
被
害

w
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

x
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

y
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設

等

）

z
少
年
院
入
所
経
験

q
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

r
　
　
〃
　
　

（
精
神
的

）

s
　
　
〃
　
　

（
経
済
的

）

t
　
　
〃
　
　

（
性
的

）
　
※
疑
い
含
む

入
所
時
の
年
齢

a
f

性
感
染
症
罹
患

a
g
社
会
的
ス
キ
ル

a
h
そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
i

そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

u
性
産
業
従
事
経
験

l
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

m
性
的
少
数
者

n
外
国
籍

o
被
虐
待
経
験

p
　
〃

（
う
ち
性
的
虐
待

）

g
家
族
以
外
の
者
を
同
伴

h
妊
産
婦

i
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

j
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

k
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）
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資料１－３－２：　　別紙１：　問４　婦人保護施設における措置入所者の状況(本人） 【婦人保護施設】＿措置入所＿本人

○平成２８年度１年間に措置入所した対象者（本人）についてご記入ください。
○対象者（本人）１人１行でご記入ください。
○「主訴」は、あてはまるもの１つに○、「属性・課題」は、あてはまるもの全てに○をしてください。
○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

51

52
53
54

55
56
57

58
59
60

61
62

63
64
65

66
67
68

69
70
71

72
73
74

75
76
77

78
79
80

81
82
83

84
85
86

87
88
89

90
91
92

93
94
95

96
97

98
99

100

a
単
身
女
性

（
同
伴
者
な
し

）

人間関係

【本人】

y
妊
娠
・
出
産

n
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

o
男
女
問
題

p
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

q
家
庭
不
和

r
そ
の
他

s
生
活
困
窮

t
サ
ラ
金
・
借
金

u
求
職

v
そ
の
他

w
病
気

x
精
神
的
問
題

経済関係 医療関係 a
a
住
居
問
題

a
b
帰
住
先
な
し

夫　等 子ども 親　族 交際相手 z
そ
の
他

a
c
不
純
異
性
交
遊

a
d
売
春
強
要

a
e
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係

a
f
５
条
違
反

a
g
人
身
取
引

b
児
童
を
同
伴

（
1
人

）

c
　
　
　
〃
　
　
　

（
2
人

）

d
　
　
　
〃
　
　
　

（
3
人

）

e
　
　
　
〃
　
　
　

（
4
人
以
上

）

f
児
童
以
外
の
家
族
を
同
伴

Ⅰ　主訴　　　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　属性・課題　　　※あてはまる項目全てに○

a
a
刑
務
所
入
所
経
験

a
b
要
介
護

a
c
病
院
退
院

（
精
神
科

）

a
d
　
　
　
〃
　
　

（
精
神
科
以
外

）

a
e
指
定
難
病
罹
患

v
 
A
V
出
演
強
要
被
害

w
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

x
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

y
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設

等

）

z
少
年
院
入
所
経
験

q
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

r
　
　
〃
　
　

（
精
神
的

）

s
　
　
〃
　
　

（
経
済
的

）

t
　
　
〃
　
　

（
性
的

）
　
※
疑
い
含
む

入
所
時
の
年
齢

a
f

性
感
染
症
罹
患

a
g
社
会
的
ス
キ
ル

a
h
そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
i

そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

u
性
産
業
従
事
経
験

l
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

m
性
的
少
数
者

n
外
国
籍

o
被
虐
待
経
験

p
　
〃

（
う
ち
性
的
虐
待

）

g
家
族
以
外
の
者
を
同
伴

h
妊
産
婦

i
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

j
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

k
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）
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別紙２：　　問４　婦人保護施設における措置入所者の状況（同伴児者） 【婦人保護施設票】＿措置入所＿同伴児者

○平成２８年度１年間に入所した対象者（同伴児者）についてご記入ください。
○対象者（同伴児者）１人１行でご記入ください。
○「母等（本人）の主訴」は、あてはまるもの１つに○、「同伴児者の属性・課題」は、あてはまるもの全てに○をしてください。
○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。

【同伴児者】

Ⅰ　母等（本人）の主訴　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　同伴児者の属性・課題　※あてはまる項目全てに○

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49
50

年
齢

性
別

人間関係 経済関係 医療関係 a
b
住
居
問
題

f
性
的
少
数
者

a
c
帰
住
先
な
し

a
d
不
純
異
性
交
遊

a
e
売
春
強
要

a
f
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係

a
g
５
条
違
反

a
h
人
身
取
引

a
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

b
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

c
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

d
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

e
妊
産
婦

r
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

g
外
国
籍

h
被
虐
待
経
験

（
う
ち
身
体
的
虐
待

）

i
　
　
　
〃

（
う
ち
心
理
的
虐
待

）

j
　
　
　
〃

（
う
ち
性
的
虐
待

）

k
　
　
〃

（
う
ち
ネ
ぐ
レ
ス
ト

）

l
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

m
　
　
　
〃

（
精
神
的

）

n
　
　
〃

（
性
的

）

o
　
　
　
〃

（
経
済
的

）

p
性
産
業
従
事
経
験

q
 
A
V
出
演
強
要
被
害

a
d
不
登
校

s
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

t
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

u
少
年
院
入
所
経
験

v
刑
務
所
入
所
経
験

w
要
介
護

x
病
院
退
院

（
精
神
科

）

y
　
　
〃
 

（
精
神
科
以
外

）

z
指
定
難
病
罹
患

a
a
性
感
染
症
罹
患

a
b
学
力
低
下
・
成
績
不
振

a
c
問
題
行
動

夫　等 子ども 親　族 交際相手 o
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

a
e
疾
病
や
虫
歯
の
放
置

a
f

出
生
時
の
問
題
・
先
天
異
常

a
g
そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
h
そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
i

そ
の
他
③

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
a
そ
の
他

p
男
女
問
題

q
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

r
家
庭
不
和

s
そ
の
他

t
生
活
困
窮

u
サ
ラ
金
・
借
金

v
求
職

w
そ
の
他

x
病
気

y
精
神
的
問
題

z
妊
娠
・
出
産
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【同伴児者】

Ⅰ　母等（本人）の主訴　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　同伴児者の属性・課題　※あてはまる項目全てに○

a
夫
等
か
ら
の
暴
力

b
薬
物
中
毒
・
酒
乱

c
離
婚
問
題

d
そ
の
他

e
子
ど
も
か
ら
の
暴
力

f
養
育
困
難

g
そ
の
他

h
親
か
ら
の
暴
力

i
そ
の
他
の
親
族
か
ら
の
暴
力

j
そ
の
他

k
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

l
同
性
間
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

m
そ
の
他

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

年
齢

性
別

人間関係 経済関係 医療関係 a
b
住
居
問
題

f
性
的
少
数
者

a
c
帰
住
先
な
し

a
d
不
純
異
性
交
遊

a
e
売
春
強
要

a
f
ヒ
モ
・
暴
力
団
関
係

a
g
５
条
違
反

a
h
人
身
取
引

a
身
体
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

b
知
的
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

c
精
神
疾
患
・
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

d
発
達
障
が
い

（
疑
い
含
む

）

e
妊
産
婦

r
 
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
経
験

g
外
国
籍

h
被
虐
待
経
験

（
う
ち
身
体
的
虐
待

）

i
　
　
　
〃

（
う
ち
心
理
的
虐
待

）

j
　
　
　
〃

（
う
ち
性
的
虐
待

）

k
　
　
〃

（
う
ち
ネ
ぐ
レ
ス
ト

）

l
暴
力
被
害

（
身
体
的

）

m
　
　
　
〃

（
精
神
的

）

n
　
　
〃

（
性
的

）

o
　
　
　
〃

（
経
済
的

）

p
性
産
業
従
事
経
験

q
 
A
V
出
演
強
要
被
害

a
d
不
登
校

s
ギ

ャ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存

t
社
会
的
養
護
経
験

（
里
親
・
児
童
福
祉
施
設
等

）

u
少
年
院
入
所
経
験

v
刑
務
所
入
所
経
験

w
要
介
護

x
病
院
退
院

（
精
神
科

）

y
　
　
〃
 

（
精
神
科
以
外

）

z
指
定
難
病
罹
患

a
a
性
感
染
症
罹
患

a
b
学
力
低
下
・
成
績
不
振

a
c
問
題
行
動

夫　等 子ども 親　族 交際相手 o
そ
の
他
の
者
か
ら
の
暴
力

a
e
疾
病
や
虫
歯
の
放
置

a
f

出
生
時
の
問
題
・
先
天
異
常

a
g
そ
の
他
①

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
h
そ
の
他
②

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
i

そ
の
他
③

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

a
a
そ
の
他

p
男
女
問
題

q
ス
ト
ー

カ
ー

被
害

r
家
庭
不
和

s
そ
の
他

t
生
活
困
窮

u
サ
ラ
金
・
借
金

v
求
職

w
そ
の
他

x
病
気

y
精
神
的
問
題

z
妊
娠
・
出
産
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資料１－４－１： 

厚 生 労 働 省 

平成 29 年度先駆的ケア策定・検証調査事業 

婦人保護事業等における支援実態等 

に 関 す る 調 査 研 究 

【婦人相談員票】 

■基本属性 
 

問 1 ご自身についてお伺いします 
 

勤務先 
※兼務の場合は主な勤務先をご記入ください 

（○は１つ） 

1 都道府県の婦人相談所以外の相談機関（本庁除く） 

2 都道府県の本庁 

3 市区福祉事務所    4 市区の保健センター等（保健福祉部門） 

5 市区の児童福祉部門  6 市区の配偶者暴力相談支援センター 

7 都道府県の配偶者暴力相談支援センター 

8 その他（                         ） 

婦人相談員と

しての勤務経

験 等 

①年 齢 
1 20 歳代  2 30 歳代  3 40 歳代 

4 50 歳代  5 60 歳代  6 70 歳代 

②婦人相談員とし

ての勤務年数 

    年 

（うち）現在の勤務先での勤務年数     年 

③勤務形態 1 常勤 2 非常勤 

④勤務日数・時間 
平均月間勤務日数       日 

平均月間勤務時間数     時間 

保有している

公的資格 等 
 

（あてはまるもの

全てに○） 

1 保健師     2 助産師  3 学校教諭    4 保育士 

5 社会福祉士  6 精神保健福祉士  7 社会福祉主事 8 介護福祉士 

9 介護支援専門員 10 ホームヘルパー 11 臨床心理士 

12 認定心理士    13 産業カウンセラー  

14 その他（              ） 

現在担当して

いる業務 
 

（あてはまるもの

全てに○） 

1 電話相談 2 来所面談 3 一時保護施設への入所調整 

4 入所施設への入所調整  5 庁内他部署等手続き同行支援（医療機関含む） 

6 家庭訪問 7 関係機関との連絡調整 8 地域の巡回（支援ﾆｰｽﾞの発掘） 

9 証明書の発行支援 

10 保護命令申し立ての支援 

11 その他（                        ） 
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■利用者の支援ニーズや特性に応じた支援の提供実態・課題 

 

問 2 所属されている組織で、下記の属性に関する相談を受理した場合、貴自治体での、

組織間の大まかな役割分担、支援方針についてお答えください（ここでは、支援

全体を統括する組織を回答頂き、情報提供等の連絡先は含めないでください）。 

 

①若年女性 

 

1 婦人相談所が対応する 

2 一定の年齢以下であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以下 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

21 児童相談所 

22 福祉事務所が対応する 

23 保健センター（保健事業部門）が対応する 

24 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

25 教育委員会等の学校組織が対応する 

26 民間シェルターが対応する 

27 その他（                               ） 

3 その他（                                  ） 

②同伴児童 

 

1 婦人相談所が対応する 

2 一定の年齢以下の女児であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以下 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

21 児童相談所 

22 福祉事務所が対応する 

23 保健センター（保健事業部門）が対応する 

24 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

25 教育委員会等の学校組織が対応する 

26 民間シェルターが対応する 

27 その他（                               ） 

3 一定の年齢以上の男児であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以上 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

31 児童相談所 

32 福祉事務所が対応する 

33 保健センター（保健事業部門）が対応する 

34 教育委員会等の学校組織が対応する 

35 民間シェルターが対応する 

36 その他（                               ） 

4 その他（                                  ） 
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③妊産婦 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する       

2 福祉事務所が対応する 

3 保健センター（保健事業部門）が対応する 

4 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

5 民間シェルターが対応する 

6 一定の年齢以下であれば、婦人相談所以外が対応する 

 ⇒年齢の目安をご記入ください。（      ）歳以下 

⇒対応する主な機関をお選びください。（○はいくつでも） 

61 児童相談所 

62 福祉事務所が対応する 

63 保健センター（保健事業部門）が対応する 

64 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

65 教育委員会等の学校組織が対応する 

66 民間シェルターが対応する 

67 その他（                               ） 

7 その他（                             ） 

④障害者 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する       

2 福祉事務所が対応する 

3 地域包括支援センターが対応する 

4 保健センター（保健事業部門）が対応する 

5 障害福祉部門が対応する 

6 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

7 民間シェルターが対応する 

8 その他（                            ） 

⑤高齢者 

（同伴者を含む） 

1 婦人相談所が対応する       

2 福祉事務所が対応する 

3 地域包括支援センターが対応する 

4 保健センター（保健事業部門）が対応する 

5 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

6 民間シェルターが対応する 

7 その他（                             ） 

⑥性的少数者 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する       

2 福祉事務所が対応する 

3 保健センター（保健事業部門）が対応する 

4 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

5 民間シェルターが対応する 

6 その他（                             ） 

⑦外国籍 

（不法就労・不法入国で

ない場合） 

（同伴児者を含む） 

1 婦人相談所が対応する       

2 福祉事務所が対応する 

3 保健センター（保健事業部門）が対応する 

4 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

5 民間シェルターが対応する 

6 その他（                             ） 

⑧外国籍 

（不法就労・不法入国の

場合） 

（同伴児者を含む） 

1 入国管理局が対応する       

2 大使館が対応する 

3 警察が対応する          

4 婦人相談所が対応する 

5 福祉事務所が対応する 

6 保健センター（保健事業部門）が対応する 

7 配偶者暴力相談支援センターが対応する 

8 民間シェルターが対応する 

9 その他（                            ） 
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問 3 平成 29 年 8 月から 10 月までの３ヶ月間を対象に、あなたが、婦人相談員として

支援した、来所相談の対象者について、「年齢」、「性」、「主訴」、「属性・課題」、

「対応結果」についてそれぞれご記入ください（別紙 1 にご記入ください）。 

 

問 4 支援実施にあたって、以下の関係組織との間で、どの程度情報共有、連携をされ

ていますか。組織ごとにご回答ください（それぞれ○は１つ）。 

 
十分に情報共有・ 

連携がとれる 

ある程度、情報共

有・連携が 

とれる 

あまり情報共有・

連携が 

とれない 

全く情報共有・ 

連携が 

とれない 

①婦人相談所 １ ２ ３ ４ 

②一時保護所 １ ２ ３ ４ 

③婦人保護施設（措置入所） １ ２ ３ ４ 

④児童相談所 １ ２ ３ ４ 

⑤福祉事務所 １ ２ ３ ４ 

⑥障害者福祉部門 １ ２ ３ ４ 

⑦福祉施設 １ ２ ３ ４ 

⑧社会福祉協議会 １ ２ ３ ４ 

⑨保健センター 

（保健福祉部門所管課） 
１ ２ ３ ４ 

⑩配偶者暴力相談支援センター １ ２ ３ ４ 

⑪民間シェルター １ ２ ３ ４ 

⑫警察 １ ２ ３ ４ 

⑬家庭裁判所（離婚調停等） １ ２ ３ ４ 

⑭地方裁判所（保護命令等） １ ２ ３ ４ 

⑮法テラス １ ２ ３ ４ 

⑯弁護士 １ ２ ３ ４ 

⑰ハローワーク １ ２ ３ ４ 

 

問 5 婦人相談員として支援されるにあたり、対象者の属性別の課題について、最も重

要であると考えられる点をご回答ください。 

①若年女性 

※概ね 30 歳未満 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない 

5 その他（                        ） 

②同伴児のいる女性 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない 

5 その他（                        ） 

③妊産婦 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない（対応可能な医療機関が見つからな

い、病床の確保が難しい） 

5 その他（                        ） 
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④障害（児）者 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない 

5 その他（                        ） 

⑤高齢者 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない（介護保険の認定を受けていないた

め、介護保険で受けられるサービスがない） 

5 その他（                        ） 

⑥性的少数者 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない 

5 その他（                        ） 

⑦外国籍 
（○は１つ） 

1 支援を統括する部門・組織が明確になっていない 

2 本人が支援を求めない傾向が強い 

3 関係機関・組織との情報共有、連携が難しい 

4 利用できる制度や社会資源がない 

5 言語が違うことによりコミュニケーションが難しい 

6 出身国の制度・法律が違うことによる困難が生じている（離婚ができ

ないなど） 

7 生活習慣が違うことによる困難が生じている 

8 その他（                        ） 

 

 

■民間団体との連携状況の把握 

 

問 6 所属されている部門が所管している業務領域において、地域における婦人保護事

業に関わる民間団体との連携状況についてお伺いします（あてはまるもの 1 つに

○）。 

1 自治体としての支援方針を民間団体と共有し連携している 

  ⇒共有・連携の内容として当てはまるものをお選びください。（○はいくつでも） 

 11 啓発 12 相談 13 一時保護 

 14 自立支援（例：同行支援、ソーシャルスキルトレーニング、など） 

 15 研修  

 16 その他（                ） 

2 民間団体との連携はあまりできていない 

3 民間団体がほとんど活動していない 

4 その他（                                  ） 
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■支援につながらないケースについて 

 

問 7 婦人相談員として相談を受理した中で、婦人相談所による一時保護（委託を含む）

が必要だと判断したケースについてお伺いします。 

①-1 一時保護につながらないケースとして、多いものを以下から上位 3 つまでお選

びください（○は 3 つまで）。 

1 若年女性       2 同伴児のいる女性     3 妊産婦 

4 障害（児）者     5  高齢者              6 性的少数者 

7 外国籍              8 その他（                         ） 

 

①-2 ①-1 で選んだケースについて、一時保護につながらない主な理由を回答ください

（○は 1 つまで）。 

①-1で選

ん だ 番

号 

 

    

【理由】（主な理由 1 つに○） 

1 本人が支援を求めないことが多い  2 本人の希望と支援内容がマッチしない  

3 一時保護所の入所施設のハード面の課題 

4 集団生活やスマホ禁止などソフト面の課題 

5 自治体としての支援対象に含まれない  6 その他 

【具体的な内容】 

 

 

 

①-1で選

ん だ 番

号 

 

    

【理由】（主な理由 1 つに○） 

1 本人が支援を求めないことが多い  2 本人の希望と支援内容がマッチしない  

3 一時保護所の入所施設のハード面の課題 

4 集団生活やスマホ禁止などソフト面の課題 

5 自治体としての支援対象に含まれない  6 その他 

【具体的な内容】 

 

 

 

①-1で選

ん だ 番

号 

 

    

【理由】（主な理由 1 つに○） 

1 本人が支援を求めないことが多い  2 本人の希望と支援内容がマッチしない  

3 一時保護所の入所施設のハード面の課題 

4 集団生活やスマホ禁止などソフト面の課題 

5 自治体としての支援対象に含まれない  6 その他 

【具体的な内容】 
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①-3 婦人相談所における一時保護につながらなかった場合、その後どのように対応

することが多いですか（あてはまるもの全てに○）。 

1 市区独自の支援事業につなげた（具体的に：                   ）  

2 都道府県独自の支援事業につなげた（具体的に：                 ） 

3 民間団体につなげた 

4 自身で継続的に支援を行った 

5 その他（                                   ） 

6 特に支援は行わなかった 

 

 

②-1 婦人保護施設入所につながらないケース （○は 3 つまで） 

1 若年女性       2 同伴児のいる女性      3 妊産婦 

4 障害（児）者     5  高齢者              6 性的少数者 

7 外国籍              8 その他（                         ） 

 

②-2 ②-1 で選んだケースについて、婦人保護施設入所につながらない主な理由を回答

ください（○は 1 つまで）。 

②-1で選

ん だ 番

号 

 

    

【理由】（主な理由 1 つに○） 

1 本人が支援を求めないことが多い  2 本人の希望と支援内容がマッチしない  

3 婦人保護施設のハード面の課題 

4 集団生活やスマホ禁止などソフト面の課題 

5 自治体としての支援対象に含まれない  6 その他 

【具体的な内容】 

 

 

 

②-1で選

ん だ 番

号 

 

    

【理由】（主な理由 1 つに○） 

1 本人が支援を求めないことが多い  2 本人の希望と支援内容がマッチしない  

3 婦人保護施設のハード面の課題 

4 集団生活やスマホ禁止などソフト面の課題 

5 自治体としての支援対象に含まれない  6 その他 

【具体的な内容】 

 

 

 

②-1で選

ん だ 番

号 

 

    

【理由】（主な理由 1 つに○） 

1 本人が支援を求めないことが多い  2 本人の希望と支援内容がマッチしない  

3 婦人保護施設のハード面の課題 

4 集団生活やスマホ禁止などソフト面の課題 

5 自治体としての支援対象に含まれない  6 その他 

【具体的な内容】 
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②-3 婦人保護施設入所につながらなかった場合、その後どのように対応することが

多いですか（あてはまるもの全てに○）。 
1 市区独自の支援事業につなげた（具体的に：                   ）  

2 都道府県独自の支援事業につなげた（具体的に：                 ） 

3 民間団体につなげた 

4 その他（                                   ） 

5 特に支援は行わなかった 

 

 

 

問 8 今後、地域の支援ニーズに対応するために体制を強化すべきと考える支援対象、

必要な対応策についてお答えください。 

 

①地域の支援ニーズに対応

するために体制を強化す

べき支援対象 
※多いもの上位 3 つまで○） 

1 若年女性（概ね 30 歳未満）  2 同伴児童のいる女性 

3 妊産婦  4 障害（児）者  5  高齢者 

6 性的少数者           7 外国籍 

8 その他（                ） 

②必要な 

対応策 
※①で選んだ

3 つの番号

をご記入の

上回答して

ください 

①で選んだ番号 

 

     

 

 

 

 

 

①で選んだ番号 

 

     

 

 

 

 

 

①で選んだ番号 
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資料１－４－２：　　別紙１：   問３　婦人相談員による来所相談の状況 【婦人相談員票】＿来所相談

○平成２９年８月から１０月の３ヶ月間に、あなたが、婦人相談員として受け付けた来所相談についてご記入ください。

○対象者（本人）１人１行でご記入ください。

○「主訴」は、あてはまるもの１つに○、「属性・課題」、「対応結果」は、あてはまるもの全てに○をしてください。

○記入欄が足りない場合には、お手数ですがコピーの上、ご記入ください。
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Ⅰ　主訴　　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　属性・課題　　※あてはまる項目全てに○ Ⅲ　対応結果　 ※あてはまる項目全てに○
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Ⅰ　主訴　　※あてはまる項目１つに○ Ⅱ　属性・課題　　※あてはまる項目全てに○ Ⅲ　対応結果　 ※あてはまる項目全てに○
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資料 83 

資料２： 

■婦人相談所長全国連絡会議「平成 29 年度婦人相談所基礎調査結果」 

1 婦人相談所の組織形態及び一時保護所との併設状況 

 

 

2 婦人相談所の名称         （同じ名称の婦人相談所あり） 

婦人がつくもの 

（3か所） 

婦人相談所 

婦人相談センター 

女性がつくもの 

（34か所） 

女性相談援助センター 

女性相談所 

女性総合支援センター 

女性のための相談支援センター 

女性相談センター 

女性サポートセンター 

女性福祉相談所 

女性相談支援センター 

女性家庭センター 

こども女性相談センター 

こども・女性・障害者支援センター 

こども・女性・障害者相談センター 

その他 

（12か所） 

福祉総合相談センター 

男女共同参画センター 

総合福祉相談所 

子ども家庭相談センター 

家庭支援総合センター 

こども家庭センター 

福祉相談センター 

男女共同参画相談センター 

福祉総合支援センター 

総合福祉センター 

し
て
い
る

し
て
い
な
い

全体 49 42 7
単独施設 11 11 0
複合施設 38 31 7
※婦人相談所を3か所設置している自治体があるため、合計が49か所になる。

一時保護所との
併設状況（か所）

調
査
数

組織形態
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3 婦人相談員の人数（婦人相談所の婦人相談員） 

 
 

4 婦人相談員の雇用資格 

雇用資格設定状況 自治体数（件） 

雇用資格を設けていない 33 

  うち、望ましい条件あり 6 

  条件 

・社会福祉主事 

・社会福祉士 

・産業カウンセラー 

・保健師 

・教員 

・臨床心理士 

・精神保健福祉士 

・相談業務経験 

雇用資格を設けている 14 

  雇用資格 

・心理、教育、福祉、社会学を修学  

・人格円満、熱意と見識、積極性 

・学歴、経験 

・社会福祉士  

・臨床心理士 

・社会福祉主事 

・福祉関係経験 

・相談業務経験 

・助産師 

・心理学の履修 

・保健師 

・精神保健福祉士 

・保育士 

・幼稚園教諭 

・短大卒以上 

・パソコン操作可 

・売春防止法 34条 

 

 

 

 

  

人　数
婦人相談所数

（か所）
全体 49
0人 1
1人 5
2人 10
3人 7
4人 8
5人 4
6～10人 11
11～15人 1
16～20人 0
20～25人 1
26人以上 1
※婦人相談所を3か所設置している自治体があるため、合計が49か所になる。
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5 職員の体制（相談業務と一時保護所業務職員の分離状況） 

 
6 夜間の体制

 
※婦人相談所を 3 か所設置している自治体は、3 か所のうち一時保護所併設しているのは     

1 か所のみのため、合計が 47 か所になる。 
※上記の組み合わせで夜間の体制を敷いている自治体については、常勤、夜勤を優先してカ

ウントした。    
    

 
7 併設施設との人員体制（専務・兼務） 

 
※相談指導員は、一時保護職員を含む相談を担当する職員（婦人相談員を除く）を指す。 
※婦人相談所を 3 か所設置している自治体があるため、合計が 49 か所になる。  

 
  

全体 49
分離している 22
分離していない 27
※婦人相談所を3か所設置している自治体があるため、合計が49か所になる。

分離状況
婦人相談所数

（か所）

調
査
数

常
勤

非
常
勤

警
備
員

委
託
契
約

全体 47 4 36 3 3
宿直 36 4 28 3 1
夜勤 11 2 9 0 0

雇用形態（か所）

調
査
数

専
務

兼
務

無
回
答

所　長 49 20 29
事務職員 49 19 28 2
相談指導員※ 49 25 18 6

人員体制（か所）
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8 専門職の配置 

 
※婦人相談所を 3 か所設置している自治体があるため、合計が 49 か所になる。 

 
  

医師の配置状況

調
査
数

専
務

兼
務

全体 49
配置あり 36 26 10
常勤 3 0 3
常勤及び非常勤 1 1 0
非常勤 27 22 5
アルバイト 5 3 2

配置なし 13

看護師の配置状況

調
査
数

専
務

兼
務

全体 49
配置あり 18 12 6
常　勤 8 4 4
常勤及び非常勤 1 1 0
非常勤 9 7 2
アルバイト 0 0 0

配置なし 31

心理判定員の配置状況

調
査
数

専
務

兼
務

全体 49
配置あり 45 25 20
常　勤 19 6 13
常勤及び非常勤 9 6 3
非常勤 14 11 3
非常勤及びアルバイト 1 1 0
アルバイト 2 1 1

配置なし 4

兼務状況
（か所）

兼務状況
（か所）

兼務状況
（か所）



 

資料 87 

 
 ※婦人相談所を 3 か所設置している自治体があるため、合計が 49 か所になる。 

 

保育士の配置状況

調
査
数

専
務

兼
務

全体 49
配置あり 25 19 6
常　勤 4 3 1
常勤及び非常勤 2 1 1
非常勤 16 14 2
非常勤及びアルバイト 1 0 1
アルバイト 2 1 1

配置なし 24

兼務状況
（か所）
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